






































































































































161 三井親和の書について

こ
で
は
、
各
扇
か
ら
特
徴
的
な
部
分
を
抜
粋
し
て
記
述
す
る
。
な
お
、
分
析
す
る
文
字
が
書
か
れ

て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
扇
─
行
─
字
数
で
表
記
し
た
（
例
：
第
四
扇
Ｄ
・
一
行
目
・
三
文
字
目

「
涼
」
で
あ
れ
ば
、
Ｄ
─
（
─
（
「
涼
」
と
表
記
す
る
）。

　
Ｂ
扇
（
図
（（
）
を
見
る
と
、
行
と
行
の
間
は
、
決
し
て
広
く
は
な
く
、
ま
た
、
文
字
の
筆
画
が

左
側
に
せ
り
出
す
部
分
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
Ｂ
─
（
─
（
「
去
」、
Ｂ
─
（
─
（
「
雲
」
に
、

左
側
へ
長
く
せ
り
出
し
た
筆
画
が
見
ら
れ
る
。

　「
去
」
と
「
雲
」
の
左
側
に
書
か
れ
る
文
字
は
、
衝
突
し
な
い
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
─
（
─
（
「
城
」
は
、
Ｂ
─
２
─
（
「
菟
」
に
比
べ
て
や
や
左
側
へ
、
ま
た
「
雲
」
の
横
画
と

衝
突
し
な
い
よ
う
な
位
置
に
Ｂ
─
（
─
（
「
夜
」
が
書
か
れ
て
い
る
（
図
（（
の
○
部
分
）。
こ
の
よ

う
に
、
文
字
の
配
置
は
先
行
し
て
書
か
れ
た
文
字
の
形
態
を
受
け
て
、
即
興
的
に
変
更
さ
れ
て
い

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
文
字
の
形
態
そ
の
も
の
は
、
親
和
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
城
」

と
い
う
字
を
、
親
和
と
広
沢
で
比
較
し
て
み
よ
う
（
図
（（
）。
偏
を
旁
よ
り
小
さ
く
書
く
点
や
、
土

偏
と
旁
の
縦
画
を
、
垂
直
よ
り
も
や
や
左
に
傾
く
点
な
ど
が
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
親
和
の

「
城
」
は
、
広
沢
よ
り
も
、
傾
斜
角
度
が
強
い
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
城
」
は
、
先
行
す
る
「
菟
」
よ
り
も
、
や
や
左
側
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
土
と
成
の
縦
画
が
二
本
、
左
に
傾
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
字
全
体
が
左
方
向
へ
と
傾
斜
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
鑑
賞
者
の
目
線
は
、
左
上
か
ら
右
下
へ
と
導
か
れ
、
結
果
と
し

て
、
文
字
の
配
置
は
や
や
左
へ
ず
れ
な
が
ら
も
、
行
の
上
か
ら
下
へ
の
流
れ
は
消
え
な
い
よ
う
処

理
さ
れ
て
い
る
。

　
左
側
に
長
く
せ
り
出
す
点
画
は
、
広
沢
の
書
に
も
多
く
見
ら
れ
る
（
図
（9
）。
し
か
し
、
広
沢

「
西
湖
十
景
」
に
お
い
て
は
、
文
字
が
垂
直
線
上
に
規
則
的
に
並
べ
ら
れ
、
整
然
と
し
た
印
象
を
あ

た
え
る
。
ま
た
、
行
間
が
一
定
間
隔
空
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
左
側
に
書
か
れ
る
文
字
に
、
造
形

図
27
　
Ｂ
扇

図
28
　「
城
」（
親
和
〔
上
〕
と
広
沢

〔
下
〕
の
比
較
）

図
29
　
細
井
広
沢
「
西
湖
十
景
」
よ
り

左
方
向
へ
せ
り
出
す
点
画
の
あ
る
字

図
30
　
細
井
広
沢
「
西
湖
十
景
」〔
部

分
〕　（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
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的
な
影
響
は
な
い
（
図
（0
）。
こ
の
よ
う
な
点
は
、
広
沢
の
屏
風
の
書
に
お
い
て
も
、
概
ね
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
広
沢
の
書
で
は
、
一
つ
の
型
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
親
和
の
書
に
お
い
て
は
、
型
を
継
承
し
な
が

ら
も
、
や
や
即
興
的
に
文
字
の
配
置
を
変
え
、
そ
れ
に
伴
っ
て
文
字
の
形
態
も
変
更
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。

　
続
い
て
、
線
質
を
見
て
お
こ
う
。
Ｂ
・
Ｄ
・
Ｆ
・
Ｈ
・
Ｊ
・
Ｌ
の
各
扇
を
見
る
と
、
か
す
れ
た
線
が
多
い
。
た
と
え
ば
、

Ｄ
─
（
─
（
「
花
」
の
最
終
画
や
、
Ｆ
─
２
─
４
「
暁
」
な
ど
が
あ
る
（
図
（（
）。

　
広
沢
「
西
湖
十
景
」
で
は
、
書
か
れ
る
文
字
が
小
さ
い
た
め
か
、
か
す
れ
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
広
沢
が
書
い
た
屏

風
作
品
（
図
（（
）
を
見
て
み
る
と
、
こ
ち
ら
も
、
か
す
れ
の
多
い
線
で
書
か
れ
て
い
る
。
か
す
れ
が
多
用
さ
れ
る
点
で
は
同

様
だ
が
、
親
和
の
書
は
運
筆
が
か
な
り
速
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　「
花
」
と
「
暁
」
の
一
画
目
に
着
目
す
る
と
、
上
か
ら
の
運
筆
を
受
け
て
、
筆
が
滑
ら
か
に
紙
面
に
入
っ
て
い
く
（
図
（（
の

○
部
分
）。
強
い
打
ち
込
み
は
見
ら
れ
な
い
。
対
し
て
広
沢
の
書
で
は
、
点
画
が
書
か
れ
る
と
き
、
筆
画
の
は
じ
め
に
打
ち
込

み
が
あ
る
。

　
親
和
の
よ
う
な
滑
ら
か
な
運
筆
は
、
広
沢
の
よ
う
な
一
点
一
画
を
揺
る
が
せ
に
せ
ず
書
く
唐
様
の
書
よ
り
も
、
藤
原
行
成

（
九
七
二
─
一
〇
二
八
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
和
様
の
書
に
近
い
（
図
（（
）。
さ
ら
に
言
え
ば
、
形
態
は
漢
字
で
あ
る
が
、

流
動
性
の
強
い
運
筆
は
、
仮
名
（
図
（（
）
に
近
づ
い
て
い
る
と
も
言
え
る
。
こ
の
点
で
、
親
和
の
書
は
、
当
時
の
和
様
の
書

＝
御
家
流
の
書
（
図
（
）
と
も
共
通
性
が
強
い
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
運
筆
の
た
め
、
親
和
の
書
に
は
、
筆
圧
の
軽
い
部
分
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
Ｂ
─
（
─
（
「
低
」、
Ｊ
─
（

─
（
「
依
」、
Ｌ
─
（
─
（
「
千
」
の
縦
画
末
端
部
分
な
ど
で
あ
る
（
図
（（
）。

　
ま
た
、
親
和
の
書
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
線
質
は
、
屏
風
な
ど
の
大
字
作
品
に
お
い
て
の
み
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

彼
の
書
に
お
い
て
、
散
見
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
る
、
親
和
の
書
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
に
資
料
名
「
親
和
之
書
」
と
し
て
、
親
和
の
書
い
た
折
帖
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
見
開
き
に
四

字
ず
つ
、
行
・
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
形
式
か
ら
、
弟
子
に
書
き
与
え
た
手
本
の
類
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（

11
（

。

　
こ
の
折
帖
に
書
か
れ
た
文
字
を
見
て
み
る
と
、「
詩
書
屏
風
」
の
分
析
で
述
べ
た
よ
う
な
線
質
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

図
31
　「
詩
書
屏
風
」
に
お
け
る
か
す
れ
（「
花
」・

「
暁
」）

図
32
　
細
井
広
沢
「
文
語
屏
風
」（
東
京
国
立
博

物
館
蔵
）

図
33
　
藤
原
行
成「
白
氏
詩
巻
」〔
部
分
〕　

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
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的
な
影
響
は
な
い
（
図
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）。
こ
の
よ
う
な
点
は
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広
沢
の
屏
風
の
書
に
お
い
て
も
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概
ね
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
広
沢
の
書
で
は
、
一
つ
の
型
を
遵
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し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
親
和
の
書
に
お
い
て
は
、
型
を
継
承
し
な
が

ら
も
、
や
や
即
興
的
に
文
字
の
配
置
を
変
え
、
そ
れ
に
伴
っ
て
文
字
の
形
態
も
変
更
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。

　
続
い
て
、
線
質
を
見
て
お
こ
う
。
Ｂ
・
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・
Ｆ
・
Ｈ
・
Ｊ
・
Ｌ
の
各
扇
を
見
る
と
、
か
す
れ
た
線
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
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─
（
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（
「
花
」
の
最
終
画
や
、
Ｆ
─
２
─
４
「
暁
」
な
ど
が
あ
る
（
図
（（
）。

　
広
沢
「
西
湖
十
景
」
で
は
、
書
か
れ
る
文
字
が
小
さ
い
た
め
か
、
か
す
れ
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
広
沢
が
書
い
た
屏

風
作
品
（
図
（（
）
を
見
て
み
る
と
、
こ
ち
ら
も
、
か
す
れ
の
多
い
線
で
書
か
れ
て
い
る
。
か
す
れ
が
多
用
さ
れ
る
点
で
は
同

様
だ
が
、
親
和
の
書
は
運
筆
が
か
な
り
速
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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花
」
と
「
暁
」
の
一
画
目
に
着
目
す
る
と
、
上
か
ら
の
運
筆
を
受
け
て
、
筆
が
滑
ら
か
に
紙
面
に
入
っ
て
い
く
（
図
（（
の

○
部
分
）。
強
い
打
ち
込
み
は
見
ら
れ
な
い
。
対
し
て
広
沢
の
書
で
は
、
点
画
が
書
か
れ
る
と
き
、
筆
画
の
は
じ
め
に
打
ち
込

み
が
あ
る
。

　
親
和
の
よ
う
な
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か
な
運
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は
、
広
沢
の
よ
う
な
一
点
一
画
を
揺
る
が
せ
に
せ
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書
く
唐
様
の
書
よ
り
も
、
藤
原
行
成

（
九
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二
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一
〇
二
八
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
和
様
の
書
に
近
い
（
図
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さ
ら
に
言
え
ば
、
形
態
は
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で
あ
る
が
、

流
動
性
の
強
い
運
筆
は
、
仮
名
（
図
（（
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に
近
づ
い
て
い
る
と
も
言
え
る
。
こ
の
点
で
、
親
和
の
書
は
、
当
時
の
和
様
の
書

＝
御
家
流
の
書
（
図
（
）
と
も
共
通
性
が
強
い
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
運
筆
の
た
め
、
親
和
の
書
に
は
、
筆
圧
の
軽
い
部
分
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
Ｂ
─
（
─
（
「
低
」、
Ｊ
─
（

─
（
「
依
」、
Ｌ
─
（
─
（
「
千
」
の
縦
画
末
端
部
分
な
ど
で
あ
る
（
図
（（
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ま
た
、
親
和
の
書
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
線
質
は
、
屏
風
な
ど
の
大
字
作
品
に
お
い
て
の
み
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

彼
の
書
に
お
い
て
、
散
見
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
る
、
親
和
の
書
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
に
資
料
名
「
親
和
之
書
」
と
し
て
、
親
和
の
書
い
た
折
帖
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
見
開
き
に
四

字
ず
つ
、
行
・
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
形
式
か
ら
、
弟
子
に
書
き
与
え
た
手
本
の
類
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（

11
（

。

　
こ
の
折
帖
に
書
か
れ
た
文
字
を
見
て
み
る
と
、「
詩
書
屏
風
」
の
分
析
で
述
べ
た
よ
う
な
線
質
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

図
31
　「
詩
書
屏
風
」
に
お
け
る
か
す
れ
（「
花
」・

「
暁
」）

図
32
　
細
井
広
沢
「
文
語
屏
風
」（
東
京
国
立
博

物
館
蔵
）

図
33
　
藤
原
行
成「
白
氏
詩
巻
」〔
部
分
〕　

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
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図
34
　
伝
紀
貫
之
「
高
野
切
」

〔
部
分
〕（
五
島
美
術
館
蔵
）

図
35
　「
詩
書
屏
風
」
に
お
け
る
筆

圧
の
軽
い
筆
画
（「
低
」･

「
依
」･

「
千
」）

「
花
」
や
「
是
」（
図
（（
）
で
は
、
図
（（
と
同
様
に
、
筆
の
打
ち
込
み
が
明
確
で
な
い
、
滑
ら
か
な
運
筆
が
確
認
で
き
る
。
ま

た
、「
海
」（
図
（（
）
の
よ
う
な
、
軽
い
筆
圧
で
運
筆
す
る
文
字
も
確
認
で
き
る
。

　
広
沢
が
大
字
・
小
字
で
書
法
を
変
え
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
親
和
は
文
字
の
大
小
に
拘
わ
ら
ず
、
和
様
的
な
滑
ら
か
な

運
筆
に
よ
っ
て
、
筆
圧
の
軽
い
線
質
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
分
析
結
果
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
ま
ず
、
篆
書
に
つ
い
て
は
、
小
篆
・
飛
白
・
柳
葉
篆
・
印
篆
の
四
種
類
に
分
類
で
き
た
。
小
篆
以
外
は
、
小
篆
の
字
形
を

基
に
し
た
装
飾
性
の
強
い
篆
書
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
雑
体
書
の
一
種
だ
と
言
え
る（

11
（

。
現
存
作
品
と
照
合
す
る
と
、
柳
葉
篆
と

分
類
で
き
る
も
の
が
過
半
数
を
占
め
る（

11
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
親
和
の
代
表
的
な
篆
書
様
式
は
、
太
く
、
か
す
れ
を
伴
う
柳
葉

篆
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
、
拙
稿
で
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
市
井
に
溢
れ
る
和
様
の
文
字
と
造
形
的
に

類
似
す
る
。

　
次
に
隷
書
体
に
つ
い
て
は
、波
磔
を
も
つ
後
漢
の
正
統
的
隷
書
の
要
素
を
持
ち
な
が
ら
も
、紙
面
に
合
わ
せ
て
縦
長
に
な
っ

て
い
る
、
変
形
さ
れ
た
隷
書
体
で
あ
る
。
こ
れ
は
楷
書
体
も
同
様
で
あ
る
。
紙
面
に
合
わ
せ
て
文
字
造
形
を
変
形
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
行
・
草
書
体
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
師
で
あ
る
広
沢
の
文
字
形
態
を
受
け
継
い
で
い
る
。
し
か
し
、
書
か
れ

た
文
字
が
他
の
文
字
と
衝
突
し
そ
う
な
場
合
は
、
紙
面
の
配
置
を
ず
ら
す
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
形
態
に
も
若
干
の

変
更
が
加
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
即
興
的
な
変
更
は
、
紙
面
の
形
状
に
合
わ
せ
て
文
字
の
形
態
を
変
更
し
て
い
る
隷
書
体
・
楷

書
体
と
も
共
通
す
る
。

　
ま
た
行
・
草
書
体
に
お
い
て
、
か
す
れ
が
多
用
さ
れ
る
点
は
広
沢
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
線
質
が
か
な
り
軽

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
字
の
大
小
を
問
わ
ず
行
わ
れ
て
お
り
、
運
筆
の
質
は
滑
ら
か
で
流
動
的
で
あ
り
、
和
様

の
書
と
類
似
性
を
示
す
。

　
す
な
わ
ち
、
親
和
の
書
は
唐
様
の
系
譜
に
あ
り
な
が
ら
、
和
様
的
な
要
素
を
併
せ
持
つ
。
つ
ま
り
、「
和
様
化
し
た
唐
様
」

で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
が
、
親
和
の
書
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
だ
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

図
36
　
　
三
井
親
和
「
親
和
之
書
」
に
お
け
る
滑

ら
か
な
運
筆
（「
花
」･

「
是
」）　

図
37
　
前
掲
、「
親
和
之
書
」
に
お
け
る
軽
い
筆

圧
の
運
筆
（「
海
」）
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第
三
章
　親
和
の
書
道
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け

　
本
章
で
は
、
親
和
の
書
は
江
戸
書
道
史
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

第
一
節
で
親
和
を
含
む
一
八
世
紀
の
書
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
第
二
節
で
、
当
時
の
文
化
状
況
を
確
認
し
、

親
和
の
書
道
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
を
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
第
一
節
　一
八
世
紀
の
書
を
め
ぐ
る
状
況

　
こ
こ
で
は
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
、
親
和
の
活
躍
し
た
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
、
書
を
め
ぐ
る
状
況
を

確
認
し
て
お
こ
う
。
広
沢
の
門
下
に
は
、
親
和
以
外
に
も
著
名
な
書
家
が
数
名
確
認
で
き
る
。
本
節
で
は
ま
ず
、
親
和
と
並

ん
で
著
名
な
書
家
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
関
思
恭
（
一
六
九
七
─
一
七
六
五（

11
（

）・
松
下
烏
石
・
平
林
惇
信
（
一
六
九
六
─
一
七
五
三（

1（
（

）

の
三
者
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
彼
ら
は
広
沢
の
門
下
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
傾
向
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
九
皐
は
、
親
和
の
こ
と
を
非
難
し
て
い
た
『
墨
道
私
言
』
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
名
の
書
家
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
関
思
恭
の
書
に
つ
い
て
の
言
及
を
見
て
み
よ
う
。

［
引
用
（（
］

　
広
沢
老
人
ノ
書
ヲ
守
リ
テ
生
涯
書
キ
タ
ル
ハ
関
思
恭
ナ
リ
。
此
生
モ
若
干
ヨ
リ
門
人
ト
ナ
リ
タ
リ
。
二
老
略
伝
ニ
書
キ
タ

ル
広
沢
老
人
ノ
友
人
、
古
後
桴
翁
ト
云
老
人
ア
リ
。
此
ノ
翁
、
同
伴
シ
来
リ
テ
入
門
ス
〔
思
恭
、
広
沢
老
人
ノ
非
門
人
ト
云

話
有
。
桴
翁
老
人
ヲ
其
ノ
證
ト
ス
〕。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
細
井
九
皐
、
前
掲
書
〉

　「
広
沢
の
書
法
を
生
涯
に
渡
っ
て
守
っ
た
」
こ
と
が
、九
皐
に
と
っ
て
高
評
価
だ
っ
た
よ
う
だ
。
広
沢
と
思
恭
が
出
版
し
た

版
本
『
千
字
文
』
を
並
べ
て
み
よ
う
（
図
（（
）。
た
し
か
に
、
一
見
し
て
彼
ら
の
書
は
形
態
が
か
な
り
似
て
お
り
、
九
皐
の
言

う
よ
う
に
、
広
沢
の
書
法
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

図
38
　
細
井
広
沢
〔
右
〕
と
関
思
恭
〔
左
〕

の
版
本
『
千
字
文
』

165 三井親和の書について

　
次
に
、
松
下
烏
石
に
つ
い
て
の
言
説
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

［
引
用
（（
］

　
先
年
、
烏
石
ヲ
数
度
、
日
光
御
門
ヘ
主
召
テ
字
ヲ
作
リ
今
ム
給
フ
。
尤
モ
遅
筆
ナ
リ
。
其
ノ
後
、
関
思
恭
ヲ
召
テ
字
ヲ
作

セ
タ
モ
ウ
。
席
上
ニ
テ
数
十
幡
ヲ
作
ル
コ
ト
速
ナ
リ
。。
其
ノ
後
、烏
石
ヲ
召
サ
ズ
。
烏
石
ハ
字
ヲ
一
字
ツ
ヽ
ツ
ク
リ
テ
書
ユ

エ
ニ
甚
タ
遅
滞
ス
。
古
人
ノ
書
ヲ
集
メ
置
テ
拾
ヒ
書
ニ
ス
ル
ナ
リ
。
一
字
モ
自
己
ノ
書
ト
云
ハ
ナ
シ
。（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 〈
細
井
九
皐
前
掲
書（

11
（

〉

　
一
字
ず
つ
文
字
を
書
く
の
で
、
烏
石
の
運
筆
が
大
変
遅
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
人
の
書
を
集
め
て
お
い
て
（
詩

文
に
あ
わ
せ
て
）
拾
い
出
し
て
書
く
た
め
に
、
一
文
字
も
「
自
己
ノ
書
」
が
な
い
と
言
う
。

　
広
沢
は
、明
の
文
徴
明
、さ
ら
に
遡
っ
て
元
の
趙
孟
頫
（
一
二
五
四
─
一
三
二
二
）
の
書
を
重
視
し
た
。
中
田
勇
次
郎
氏
は
、

烏
石
は
そ
れ
を
さ
ら
に
遡
っ
て
唐
、
さ
ら
に
は
晋
の
書
を
学
ぶ
べ
き
と
主
張
し
た
人
物
だ
と
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。
中
田
氏
は
ま

た
、
前
者
を
元
・
明
派
、
後
者
を
晋
・
唐
派
と
分
類
し
て
い
る（

11
（

。

　
烏
石
は
、
晋
・
唐
の
書
に
近
づ
く
た
め
に
、
当
時
輸
入
さ
れ
て
い
た
中
国
の
版
本
を
収
集
し
、
自
ら
の
揮
毫
に
際
し
て
用

い
る
よ
う
な
字
書
を
作
成
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
制
作
方
法
は
、
九
皐
に
と
っ
て
は

書
法
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
だ
ろ
う
。「
自
己
の
書
が
な
い
」
と
非
難
し
て
い
る
が
、烏
石
に
と
っ
て
そ
れ
は

自
ら
の
理
想
の
書
を
実
践
す
る
た
め
の
手
段
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
平
林
惇
信
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
関
思
恭
を
元
・
明
派
、
松
下
烏
石
が
晋
・
唐
派
と
す
る
な
ら
ば
、
平

林
惇
信
は
ど
の
よ
う
な
書
を
好
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

［
引
用
（（
］

　
平
林
惇
信
、
老
人
社
中
於
テ
、
筆
才
有
ル
者
也
。
然
レ
ト
モ
撥
鐙
法
ハ
用
ヒ
ズ
。
唐
筆
モ
用
ヒ
ズ
、
夫
人
ノ
眉
掃
ノ
ヤ
ウ

ナ
ル
筆
ヲ
制
テ
、
ブ
ラ
ヾ
ヽ
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
書
キ
出
シ
テ
一
家
ヲ
為
ス
執
法
ナ
ケ
レ
バ
、
文
字
正
カ
ラ
ズ
。
気
象
モ
ト
ヨ
リ
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第
三
章
　親
和
の
書
道
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け

　
本
章
で
は
、
親
和
の
書
は
江
戸
書
道
史
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
る
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

第
一
節
で
親
和
を
含
む
一
八
世
紀
の
書
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
第
二
節
で
、
当
時
の
文
化
状
況
を
確
認
し
、

親
和
の
書
道
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
を
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
第
一
節

　一
八
世
紀
の
書
を
め
ぐ
る
状
況

　
こ
こ
で
は
先
行
研
究
に
基
づ
い
て
、
親
和
の
活
躍
し
た
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
、
書
を
め
ぐ
る
状
況
を

確
認
し
て
お
こ
う
。
広
沢
の
門
下
に
は
、
親
和
以
外
に
も
著
名
な
書
家
が
数
名
確
認
で
き
る
。
本
節
で
は
ま
ず
、
親
和
と
並

ん
で
著
名
な
書
家
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
関
思
恭
（
一
六
九
七
─
一
七
六
五（

11
（

）・
松
下
烏
石
・
平
林
惇
信
（
一
六
九
六
─
一
七
五
三（

1（
（

）

の
三
者
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
彼
ら
は
広
沢
の
門
下
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
傾
向
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
九
皐
は
、
親
和
の
こ
と
を
非
難
し
て
い
た
『
墨
道
私
言
』
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
名
の
書
家
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
関
思
恭
の
書
に
つ
い
て
の
言
及
を
見
て
み
よ
う
。

［
引
用
（（
］

　
広
沢
老
人
ノ
書
ヲ
守
リ
テ
生
涯
書
キ
タ
ル
ハ
関
思
恭
ナ
リ
。
此
生
モ
若
干
ヨ
リ
門
人
ト
ナ
リ
タ
リ
。
二
老
略
伝
ニ
書
キ
タ

ル
広
沢
老
人
ノ
友
人
、
古
後
桴
翁
ト
云
老
人
ア
リ
。
此
ノ
翁
、
同
伴
シ
来
リ
テ
入
門
ス
〔
思
恭
、
広
沢
老
人
ノ
非
門
人
ト
云

話
有
。
桴
翁
老
人
ヲ
其
ノ
證
ト
ス
〕。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
細
井
九
皐
、
前
掲
書
〉

　「
広
沢
の
書
法
を
生
涯
に
渡
っ
て
守
っ
た
」
こ
と
が
、九
皐
に
と
っ
て
高
評
価
だ
っ
た
よ
う
だ
。
広
沢
と
思
恭
が
出
版
し
た

版
本
『
千
字
文
』
を
並
べ
て
み
よ
う
（
図
（（
）。
た
し
か
に
、
一
見
し
て
彼
ら
の
書
は
形
態
が
か
な
り
似
て
お
り
、
九
皐
の
言

う
よ
う
に
、
広
沢
の
書
法
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

図
38
　
細
井
広
沢
〔
右
〕
と
関
思
恭
〔
左
〕

の
版
本
『
千
字
文
』
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次
に
、
松
下
烏
石
に
つ
い
て
の
言
説
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

［
引
用
（（
］

　
先
年
、
烏
石
ヲ
数
度
、
日
光
御
門
ヘ
主
召
テ
字
ヲ
作
リ
今
ム
給
フ
。
尤
モ
遅
筆
ナ
リ
。
其
ノ
後
、
関
思
恭
ヲ
召
テ
字
ヲ
作

セ
タ
モ
ウ
。
席
上
ニ
テ
数
十
幡
ヲ
作
ル
コ
ト
速
ナ
リ
。。
其
ノ
後
、烏
石
ヲ
召
サ
ズ
。
烏
石
ハ
字
ヲ
一
字
ツ
ヽ
ツ
ク
リ
テ
書
ユ

エ
ニ
甚
タ
遅
滞
ス
。
古
人
ノ
書
ヲ
集
メ
置
テ
拾
ヒ
書
ニ
ス
ル
ナ
リ
。
一
字
モ
自
己
ノ
書
ト
云
ハ
ナ
シ
。（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 〈
細
井
九
皐
前
掲
書（

11
（

〉

　
一
字
ず
つ
文
字
を
書
く
の
で
、
烏
石
の
運
筆
が
大
変
遅
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
人
の
書
を
集
め
て
お
い
て
（
詩

文
に
あ
わ
せ
て
）
拾
い
出
し
て
書
く
た
め
に
、
一
文
字
も
「
自
己
ノ
書
」
が
な
い
と
言
う
。

　
広
沢
は
、明
の
文
徴
明
、さ
ら
に
遡
っ
て
元
の
趙
孟
頫
（
一
二
五
四
─
一
三
二
二
）
の
書
を
重
視
し
た
。
中
田
勇
次
郎
氏
は
、

烏
石
は
そ
れ
を
さ
ら
に
遡
っ
て
唐
、
さ
ら
に
は
晋
の
書
を
学
ぶ
べ
き
と
主
張
し
た
人
物
だ
と
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。
中
田
氏
は
ま

た
、
前
者
を
元
・
明
派
、
後
者
を
晋
・
唐
派
と
分
類
し
て
い
る（

11
（

。

　
烏
石
は
、
晋
・
唐
の
書
に
近
づ
く
た
め
に
、
当
時
輸
入
さ
れ
て
い
た
中
国
の
版
本
を
収
集
し
、
自
ら
の
揮
毫
に
際
し
て
用

い
る
よ
う
な
字
書
を
作
成
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
制
作
方
法
は
、
九
皐
に
と
っ
て
は

書
法
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
だ
ろ
う
。「
自
己
の
書
が
な
い
」
と
非
難
し
て
い
る
が
、烏
石
に
と
っ
て
そ
れ
は

自
ら
の
理
想
の
書
を
実
践
す
る
た
め
の
手
段
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
平
林
惇
信
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
関
思
恭
を
元
・
明
派
、
松
下
烏
石
が
晋
・
唐
派
と
す
る
な
ら
ば
、
平

林
惇
信
は
ど
の
よ
う
な
書
を
好
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

［
引
用
（（
］

　
平
林
惇
信
、
老
人
社
中
於
テ
、
筆
才
有
ル
者
也
。
然
レ
ト
モ
撥
鐙
法
ハ
用
ヒ
ズ
。
唐
筆
モ
用
ヒ
ズ
、
夫
人
ノ
眉
掃
ノ
ヤ
ウ

ナ
ル
筆
ヲ
制
テ
、
ブ
ラ
ヾ
ヽ
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
書
キ
出
シ
テ
一
家
ヲ
為
ス
執
法
ナ
ケ
レ
バ
、
文
字
正
カ
ラ
ズ
。
気
象
モ
ト
ヨ
リ
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ナ
シ
。
独
立
・
枝
山
・
其
昌
ヲ
モ
交
セ
加
ヘ
テ
異
形
ノ
草
書
ヲ
書
ノ
ミ
。（
後
略
）　
　
　
　
　
　〈
細
井
九
皐
、
前
掲
書（

11
（

〉

　
婦
人
の
眉
掃
き
の
よ
う
な
筆
で
、
フ
ラ
フ
ラ
と
し
た
「
異
形
ノ
草
書
」
を
書
い
て
い
る
と
非
難
さ
れ
る
。
九
皐
は
続
く
部

分
で
、
彼
が
元
来
町
人
で
あ
る
た
め
に
「
人
物
モ
卑
俗
」
で
あ
り
、
そ
れ
故
「
風
雅
ナ
ル
コ
ト
少
シ
モ
無
キ
人
物
」
と
言
い
、

厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。

　
九
皐
の
記
述
か
ら
、
広
沢
の
様
式
と
は
異
な
る
新
奇
な
草
書
体
を
惇
信
が
書
い
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
新
傾
向
の
書
は
、
伝
統
的
な
書
家
た
ち
以
外
か
ら
は
求
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
与
謝
蕪
村
が
惇
信
の
書
を
求

め
て
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
蕪
村
の
書
に
つ
い
て
は
、
下
野
健
児
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
伝
統
的

な
書
と
は
異
な
る
造
形
を
持
っ
て
い
た（

11
（

。
こ
の
点
で
、
蕪
村
と
惇
信
の
書
は
繋
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　「
独
立
・
枝
山
・
其
昌
」
と
は
、
三
名
と
も
明
の
書
家
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
元
・
明
派
と
分
類
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
元
・
明
派
と
は
、
広
沢
が
範
と
し
て
い
た
趙
孟
頫
・
文
徴
明
の
よ
う
な
、
中
国
書
法
史
に
お
け

る
正
統
派
を
学
ぶ
人
々
を
指
す
。
九
皐
が
「
異
形
ノ
草
書
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
惇
信
の
書
は
、
明
代
の
書
を
範
と

し
て
い
る
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
元
・
明
派
と
は
異
な
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
狂
草
の
よ
う
な
革
新
派
の
書
法
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る（

11
（

。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
傾
向
の
書
が
一
八
世
紀
に
お
い
て
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
広
沢
の
弟
子
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
様
式
の
書
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま

た
、
広
沢
と
異
な
る
流
派
の
書
家
で
は
あ
る
が
、
沢
田
東
江
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
東
江
は
、
中
田
氏
に
よ
れ

ば
晋
・
唐
派
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鈴
木
晴
彦
氏
に
よ
る
と
、
東
江
は
「
晋
の
書
法
の
源
流
を
求
め
て
漢
・
魏
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
」、「
漢
・
魏
尊
重
派
と
も
い
う
べ
き
」
主
張
を
行
っ
た
と
い
う（

11
（

。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
一
八
世
紀
の
唐
様
書
家
た
ち
に
、
以
下
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
導
き
出
せ
る
。

①
元
・
明
派
（
細
井
広
沢
・
細
井
九
皐
・
関
思
恭
）

②
晋
・
唐
派
（
松
下
烏
石
）

③
明
代
革
新
派
（
平
林
惇
信
）

④
漢
・
魏
尊
重
派
（
沢
田
東
江
）
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こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
言
説
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
傾
向
が
、
具
体
的
な
造
形
と
ど
う
関

わ
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
必
要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
言
説
の
出
現
は
、
当
時
様
々
な
様

式
の
書
が
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
親
和
の
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
を
加
え
る
と
、
唐
様
書
家
た
ち
の
中
に
は
、
最
低
で
も
五
つ
の
傾

向
が
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
、
日
常
の
筆
記
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
御
家
流
（
和
様
）
が
加
わ
る
と
、
事
態
は
さ

ら
に
複
雑
化
す
る
。
和
様
の
中
に
も
、
例
え
ば
一
八
世
紀
後
半
に
始
め
ら
れ
た
勘
亭
流
が
あ
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
傾
向

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る（

1（
（

。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
時
期
は
、
書
に
お
い
て
様
々
な
様
式
が
実
践
さ
れ
て
い
た

時
期
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
節
　唐
様
と
庶
民
文
化
の
拡
大

　
以
上
の
論
を
踏
ま
え
て
、
親
和
の
書
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
、
江
戸
の

文
化
状
況
に
関
す
る
先
行
研
究
を
い
く
つ
か
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
中
野
三
敏
氏
は
、
一
八
世
紀
を
近
世
文
化
の
成
熟
期
と
し
て
見
、
そ
の
場
合
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
雅
」
と
「
俗
」
を

あ
げ
て
い
る（

11
（

。「
雅
」
と
は
伝
統
文
化
、「
俗
」
と
は
新
興
の
文
化
を
指
す
と
い
う
。
中
野
氏
は
「
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀

へ
と
、
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
し
だ
い
に
「
雅
」
の
占
め
る
範
囲
が
狭
ま
り
、「
俗
」
の
占
め
る
範
囲
が
広
が
っ
て
い
っ
た

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る（

11
（

。
そ
し
て
、
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
状
況
は
、「
雅
」
の
領
域
が
狭
ま

り
、「
俗
」
の
領
域
が
広
が
っ
て
い
く
時
期
と
し
て
い
る
。
中
野
氏
は
こ
れ
を
「
雅
俗
融
和
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
を

端
的
に
示
し
た
の
が
、
図
（9
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
と
と
も
に
、
書
の
世
界
で
は
、
中
国
書
法
を
範
と
す
る
唐
様
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
晴
彦
氏
が
作
成
し
た
図
が
参
考
に
な
る
（
図
（0
）。

　
唐
様
は
、
中
国
の
書
を
範
と
す
る
以
上
、
漢
詩
・
漢
文
を
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
日
本
に
お
い
て
、
漢
詩
・
漢
文
は
、

教
養
の
あ
る
人
が
読
む
・
書
く
こ
と
の
で
き
る
、
ま
さ
に
「
雅
」
の
領
域
に
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
唐
様
の
拡
大
は
、「
雅
」
の

図
39
　
雅
俗
の
展
開
図
（
中
野
三
敏
『
写
楽
　
江
戸

人
と
し
て
の
実
像
』
よ
り
）

雅
俗
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ナ
シ
。
独
立
・
枝
山
・
其
昌
ヲ
モ
交
セ
加
ヘ
テ
異
形
ノ
草
書
ヲ
書
ノ
ミ
。（
後
略
）　
　
　
　
　
　〈
細
井
九
皐
、
前
掲
書（

11
（

〉

　
婦
人
の
眉
掃
き
の
よ
う
な
筆
で
、
フ
ラ
フ
ラ
と
し
た
「
異
形
ノ
草
書
」
を
書
い
て
い
る
と
非
難
さ
れ
る
。
九
皐
は
続
く
部

分
で
、
彼
が
元
来
町
人
で
あ
る
た
め
に
「
人
物
モ
卑
俗
」
で
あ
り
、
そ
れ
故
「
風
雅
ナ
ル
コ
ト
少
シ
モ
無
キ
人
物
」
と
言
い
、

厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。

　
九
皐
の
記
述
か
ら
、
広
沢
の
様
式
と
は
異
な
る
新
奇
な
草
書
体
を
惇
信
が
書
い
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
新
傾
向
の
書
は
、
伝
統
的
な
書
家
た
ち
以
外
か
ら
は
求
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
与
謝
蕪
村
が
惇
信
の
書
を
求

め
て
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
蕪
村
の
書
に
つ
い
て
は
、
下
野
健
児
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
伝
統
的

な
書
と
は
異
な
る
造
形
を
持
っ
て
い
た（

11
（

。
こ
の
点
で
、
蕪
村
と
惇
信
の
書
は
繋
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　「
独
立
・
枝
山
・
其
昌
」
と
は
、
三
名
と
も
明
の
書
家
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
元
・
明
派
と
分
類
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
元
・
明
派
と
は
、
広
沢
が
範
と
し
て
い
た
趙
孟
頫
・
文
徴
明
の
よ
う
な
、
中
国
書
法
史
に
お
け

る
正
統
派
を
学
ぶ
人
々
を
指
す
。
九
皐
が
「
異
形
ノ
草
書
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
惇
信
の
書
は
、
明
代
の
書
を
範
と

し
て
い
る
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
元
・
明
派
と
は
異
な
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
狂
草
の
よ
う
な
革
新
派
の
書
法
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る（

11
（

。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
傾
向
の
書
が
一
八
世
紀
に
お
い
て
出
現
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
広
沢
の
弟
子
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
様
式
の
書
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま

た
、
広
沢
と
異
な
る
流
派
の
書
家
で
は
あ
る
が
、
沢
田
東
江
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
東
江
は
、
中
田
氏
に
よ
れ

ば
晋
・
唐
派
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鈴
木
晴
彦
氏
に
よ
る
と
、
東
江
は
「
晋
の
書
法
の
源
流
を
求
め
て
漢
・
魏
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
」、「
漢
・
魏
尊
重
派
と
も
い
う
べ
き
」
主
張
を
行
っ
た
と
い
う（

11
（

。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
一
八
世
紀
の
唐
様
書
家
た
ち
に
、
以
下
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
導
き
出
せ
る
。

①
元
・
明
派
（
細
井
広
沢
・
細
井
九
皐
・
関
思
恭
）

②
晋
・
唐
派
（
松
下
烏
石
）

③
明
代
革
新
派
（
平
林
惇
信
）

④
漢
・
魏
尊
重
派
（
沢
田
東
江
）
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こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
言
説
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
傾
向
が
、
具
体
的
な
造
形
と
ど
う
関

わ
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
必
要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
言
説
の
出
現
は
、
当
時
様
々
な
様

式
の
書
が
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
親
和
の
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
を
加
え
る
と
、
唐
様
書
家
た
ち
の
中
に
は
、
最
低
で
も
五
つ
の
傾

向
が
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
、
日
常
の
筆
記
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
御
家
流
（
和
様
）
が
加
わ
る
と
、
事
態
は
さ

ら
に
複
雑
化
す
る
。
和
様
の
中
に
も
、
例
え
ば
一
八
世
紀
後
半
に
始
め
ら
れ
た
勘
亭
流
が
あ
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
傾
向

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る（

1（
（

。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
時
期
は
、
書
に
お
い
て
様
々
な
様
式
が
実
践
さ
れ
て
い
た

時
期
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
節
　唐
様
と
庶
民
文
化
の
拡
大

　
以
上
の
論
を
踏
ま
え
て
、
親
和
の
書
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
、
江
戸
の

文
化
状
況
に
関
す
る
先
行
研
究
を
い
く
つ
か
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
中
野
三
敏
氏
は
、
一
八
世
紀
を
近
世
文
化
の
成
熟
期
と
し
て
見
、
そ
の
場
合
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
雅
」
と
「
俗
」
を

あ
げ
て
い
る（

11
（

。「
雅
」
と
は
伝
統
文
化
、「
俗
」
と
は
新
興
の
文
化
を
指
す
と
い
う
。
中
野
氏
は
「
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀

へ
と
、
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
し
だ
い
に
「
雅
」
の
占
め
る
範
囲
が
狭
ま
り
、「
俗
」
の
占
め
る
範
囲
が
広
が
っ
て
い
っ
た

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る（

11
（

。
そ
し
て
、
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
状
況
は
、「
雅
」
の
領
域
が
狭
ま

り
、「
俗
」
の
領
域
が
広
が
っ
て
い
く
時
期
と
し
て
い
る
。
中
野
氏
は
こ
れ
を
「
雅
俗
融
和
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
を

端
的
に
示
し
た
の
が
、
図
（9
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
と
と
も
に
、
書
の
世
界
で
は
、
中
国
書
法
を
範
と
す
る
唐
様
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
晴
彦
氏
が
作
成
し
た
図
が
参
考
に
な
る
（
図
（0
）。

　
唐
様
は
、
中
国
の
書
を
範
と
す
る
以
上
、
漢
詩
・
漢
文
を
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
日
本
に
お
い
て
、
漢
詩
・
漢
文
は
、

教
養
の
あ
る
人
が
読
む
・
書
く
こ
と
の
で
き
る
、
ま
さ
に
「
雅
」
の
領
域
に
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
唐
様
の
拡
大
は
、「
雅
」
の

図
39
　
雅
俗
の
展
開
図
（
中
野
三
敏
『
写
楽
　
江
戸

人
と
し
て
の
実
像
』
よ
り
）

雅
俗
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領
域
の
拡
大
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
庶
民
が
書
を
学
ぶ
機
会
が
広
ま
る
に
つ
れ
、
中
国
の
伝
統

的
な
書
法
を
学
ぶ
は
ず
の
唐
様
も
、
俗
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
書
家
た
ち
は
警
鐘
を
な
ら
す
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
沢
田
東
江
は
「
書
家
の
文
辞
を

よ
く
せ
ざ
る
は
、
そ
の
筆
画
、
俗
に
し
て
、
但
一
書
工
な
る
を
し
る
」
と
述
べ
る（

11
（

。
漢
詩
文
を
学
ば
な
け
れ
ば
、
俗
な
書
に

な
っ
て
し
ま
う
と
述
べ
て
、
漢
詩
文
を
学
ぶ
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
言
説
を
述
べ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
、

当
時
、
唐
様
が
俗
化
し
て
い
く
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
述
し
た
よ
う
な
、
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
唐
様
書
家
た
ち
が
多
様
な
様
式
実
践
を
行
っ
て
い
た
こ
と

は
、
鈴
木
氏
が
示
す
図
の
よ
う
に
、
唐
様
の
拡
大
を
示
し
て
い
る
（
鈴
木
氏
の
図
中
で
は
「
後
期
」
が
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
後

期
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
）。
こ
の
時
期
は
一
方
で
、
中
野
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
庶
民
文
化
＝
俗
の
領
域
が
広
が
っ
て
い
っ

た
頃
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
親
和
の
書
道
史
上
の
位
置
付
け
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、親
和
の
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
と
は
、唐
様
が
拡
大
す
る
中
で
、唐
様
書
家
た
ち
の
多
様
な
様
式
実
践
の
一
つ

と
し
て
出
現
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
方
法
は
、
俗
の
領
域
が
拡
大
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
た
も
の
だ
っ

た
。
書
に
お
け
る
俗
と
は
、
庶
民
が
日
常
の
筆
記
に
用
い
て
い
た
御
家
流
の
書
に
代
表
さ
れ
る
、
和
様
の
書
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
す
な
わ
ち
、
親
和
の
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
は
時
流
に
合
わ
せ
て
出
現
し
た
も
の
、
一
八
世
紀
中
期
か
ら
後
期
に
か

け
て
の
時
期
を
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
三
井
親
和
の
書
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
研
究
状
況
・
言
説
の
整
理
を
行
い
、
親
和
の
書
が
市
井
で
流
行

し
た
こ
と
を
述
べ
、
具
体
的
な
作
品
分
析
を
通
し
て
、
親
和
の
書
は
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
と
も
言
う
べ
き
特
徴
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
書
が
出
現
す
る
の
は
、
一
八
世
紀
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
唐
様
書

家
が
様
々
な
様
式
実
践
を
行
っ
た
状
況
が
背
景
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
俗
」
の
領
域
が
拡
大
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

和
様
の
書
と
近
似
す
る
親
和
の
書
が
、
一
八
世
紀
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
時
期
を
象
徴
す
る
書
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

初期　　  前期　　  中期　　  後期　　  末期

唐　様　書

和　様　書

図
40
　
江
戸
書
道
二
層
構
造
推
移
図
（
鈴
木
晴
彦

「
王
羲
之
書
法
を
中
心
と
す
る
江
戸
和
様
書
家
の
唐
様

書
受
容
に
つ
い
て
」
よ
り
）
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た
。

　
こ
れ
ま
で
の
書
道
史
研
究
で
は
、
江
戸
時
代
は
中
国
の
模
倣
に
終
始
し
た
時
代
と
し
て
、
軽
視
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。

ま
し
て
、
親
和
の
よ
う
な
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
は
低
俗
な
書
と
し
て
斥
け
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
書
が
出
現
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
察
し
な
け
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
多
様
な
展
開
を
体
系
的

に
記
述
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
日
本
書
道
史
に
お
け
る
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
展
開
が

不
明
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、親
和
の
書
を
取
り
上
げ
る
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
と
考
え
る
。

　
書
道
史
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
目
を
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
書
を
含
め
て
、
整
理
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
。

そ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
き
、
作
品
の
造
形
を
詳
細
に
分
析
し
記
述
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
親
和
の
書
を
中
心
に
論
じ
た
た
め
に
、
他
の
書
家
た
ち
の
作
品
に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
不
足
し
て

い
る
。
ま
た
、親
和
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈
注
〉

（
（
）
細
井
広
沢
（
一
六
五
八
―
一
七
三
五
）、
字
は
公
謹
、
通
称
は
次
郎
太
夫
。
広
沢
は
号
。
思
貽
斎
・
蕉
林
庵
・
玉
川
奇
勝
堂
な
ど
の
別
号
が
あ
る
。

元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
、柳
沢
吉
保
に
仕
え
二
百
石
を
与
え
ら
れ
、鉄
砲
組
の
組
頭
な
ど
を
務
め
た
。
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
道
辞
典
』
二
玄
社
、

一
九
八
七
年
、
四
〇
三
頁
を
参
照
。

（
（
）
三
井
親
和
（
一
七
〇
〇
―
一
七
八
二
）。
江
戸
中
期
の
書
家
、
武
術
家
。
字
は
孺
卿
、
龍
湖
と
号
す
。
関
思
恭
、
松
下
烏
石
、
平
林
淳
信
と
と
も

に
、
広
沢
門
の
四
天
王
と
呼
ば
れ
る
。
下
町
の
流
行
書
家
と
し
て
名
高
く
、
社
寺
の
額
、
商
店
の
看
板
な
ど
を
多
く
書
い
た
。
弓
馬
の
術
に
も
秀
で
、

武
術
で
の
門
弟
も
多
か
っ
た
。
三
井
親
和
に
関
す
る
基
礎
情
報
は
、
小
松
、
前
掲
書
、
四
一
九
頁
を
参
照
。

（
（
）宮
川
曼
魚『
親
和
考
』一
九
一
六
年
。
本
文
は
、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttp://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/（（（（（（（

を
参
照
。

（
（
）
森
銑
三
「
三
井
親
和
」『
近
世
人
物
叢
談
』
大
道
書
房
、
一
九
四
三
年
（
本
文
は
『
森
銑
三
著
作
集
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
、

一
一
〇
―
一
二
〇
頁
を
参
照
）。

（
（
）
米
田
彌
太
郎
「
細
井
広
沢
の
門
流
」『
近
世
書
人
の
表
現
と
精
神
─
続
近
世
日
本
書
道
史
論
攷
─
』
柳
原
書
店
、
一
九
九
九
年
、
五
九
─
七

二
頁
を
参
照
。

（
（
）
小
松
雅
雄
『
江
戸
に
旋
風
　
三
井
親
和
の
書
』
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
（
）
拙
稿
「
三
井
親
和
の
篆
書
作
品
に
つ
い
て
─
そ
の
造
形
と
評
価
に
関
す
る
一
考
察
─
」『
美
学
芸
術
学
』
第
三
一
号
、
美
学
芸
術
学
会
、
二

〇
一
六
年
、
六
七
―
九
三
頁
を
参
照
。

（
（
）
最
も
よ
く
登
場
す
る
の
が
、「
親
和
が
自
ら
の
誤
字
を
訂
正
し
な
か
っ
た
逸
話
」
で
あ
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。
深
川
に
あ
っ
た
三
十
三
間
堂
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領
域
の
拡
大
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
庶
民
が
書
を
学
ぶ
機
会
が
広
ま
る
に
つ
れ
、
中
国
の
伝
統

的
な
書
法
を
学
ぶ
は
ず
の
唐
様
も
、
俗
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
書
家
た
ち
は
警
鐘
を
な
ら
す
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
沢
田
東
江
は
「
書
家
の
文
辞
を

よ
く
せ
ざ
る
は
、
そ
の
筆
画
、
俗
に
し
て
、
但
一
書
工
な
る
を
し
る
」
と
述
べ
る（

11
（

。
漢
詩
文
を
学
ば
な
け
れ
ば
、
俗
な
書
に

な
っ
て
し
ま
う
と
述
べ
て
、
漢
詩
文
を
学
ぶ
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
言
説
を
述
べ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
、

当
時
、
唐
様
が
俗
化
し
て
い
く
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
述
し
た
よ
う
な
、
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
唐
様
書
家
た
ち
が
多
様
な
様
式
実
践
を
行
っ
て
い
た
こ
と

は
、
鈴
木
氏
が
示
す
図
の
よ
う
に
、
唐
様
の
拡
大
を
示
し
て
い
る
（
鈴
木
氏
の
図
中
で
は
「
後
期
」
が
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
後

期
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
）。
こ
の
時
期
は
一
方
で
、
中
野
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
庶
民
文
化
＝
俗
の
領
域
が
広
が
っ
て
い
っ

た
頃
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
親
和
の
書
道
史
上
の
位
置
付
け
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、親
和
の
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
と
は
、唐
様
が
拡
大
す
る
中
で
、唐
様
書
家
た
ち
の
多
様
な
様
式
実
践
の
一
つ

と
し
て
出
現
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
方
法
は
、
俗
の
領
域
が
拡
大
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
た
も
の
だ
っ

た
。
書
に
お
け
る
俗
と
は
、
庶
民
が
日
常
の
筆
記
に
用
い
て
い
た
御
家
流
の
書
に
代
表
さ
れ
る
、
和
様
の
書
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
す
な
わ
ち
、
親
和
の
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
は
時
流
に
合
わ
せ
て
出
現
し
た
も
の
、
一
八
世
紀
中
期
か
ら
後
期
に
か

け
て
の
時
期
を
象
徴
す
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
三
井
親
和
の
書
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
研
究
状
況
・
言
説
の
整
理
を
行
い
、
親
和
の
書
が
市
井
で
流
行

し
た
こ
と
を
述
べ
、
具
体
的
な
作
品
分
析
を
通
し
て
、
親
和
の
書
は
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
と
も
言
う
べ
き
特
徴
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
書
が
出
現
す
る
の
は
、
一
八
世
紀
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
唐
様
書

家
が
様
々
な
様
式
実
践
を
行
っ
た
状
況
が
背
景
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
俗
」
の
領
域
が
拡
大
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

和
様
の
書
と
近
似
す
る
親
和
の
書
が
、
一
八
世
紀
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
時
期
を
象
徴
す
る
書
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

初期　　  前期　　  中期　　  後期　　  末期

唐　様　書

和　様　書

図
40
　
江
戸
書
道
二
層
構
造
推
移
図
（
鈴
木
晴
彦

「
王
羲
之
書
法
を
中
心
と
す
る
江
戸
和
様
書
家
の
唐
様

書
受
容
に
つ
い
て
」
よ
り
）
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た
。

　
こ
れ
ま
で
の
書
道
史
研
究
で
は
、
江
戸
時
代
は
中
国
の
模
倣
に
終
始
し
た
時
代
と
し
て
、
軽
視
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。

ま
し
て
、
親
和
の
よ
う
な
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
は
低
俗
な
書
と
し
て
斥
け
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
書
が
出
現
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
察
し
な
け
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
多
様
な
展
開
を
体
系
的

に
記
述
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
日
本
書
道
史
に
お
け
る
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
展
開
が

不
明
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、親
和
の
書
を
取
り
上
げ
る
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
と
考
え
る
。

　
書
道
史
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
目
を
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
書
を
含
め
て
、
整
理
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
。

そ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
き
、
作
品
の
造
形
を
詳
細
に
分
析
し
記
述
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
親
和
の
書
を
中
心
に
論
じ
た
た
め
に
、
他
の
書
家
た
ち
の
作
品
に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
不
足
し
て

い
る
。
ま
た
、親
和
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈
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〉

（
（
）
細
井
広
沢
（
一
六
五
八
―
一
七
三
五
）、
字
は
公
謹
、
通
称
は
次
郎
太
夫
。
広
沢
は
号
。
思
貽
斎
・
蕉
林
庵
・
玉
川
奇
勝
堂
な
ど
の
別
号
が
あ
る
。

元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
、柳
沢
吉
保
に
仕
え
二
百
石
を
与
え
ら
れ
、鉄
砲
組
の
組
頭
な
ど
を
務
め
た
。
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
道
辞
典
』
二
玄
社
、

一
九
八
七
年
、
四
〇
三
頁
を
参
照
。

（
（
）
三
井
親
和
（
一
七
〇
〇
―
一
七
八
二
）。
江
戸
中
期
の
書
家
、
武
術
家
。
字
は
孺
卿
、
龍
湖
と
号
す
。
関
思
恭
、
松
下
烏
石
、
平
林
淳
信
と
と
も

に
、
広
沢
門
の
四
天
王
と
呼
ば
れ
る
。
下
町
の
流
行
書
家
と
し
て
名
高
く
、
社
寺
の
額
、
商
店
の
看
板
な
ど
を
多
く
書
い
た
。
弓
馬
の
術
に
も
秀
で
、

武
術
で
の
門
弟
も
多
か
っ
た
。
三
井
親
和
に
関
す
る
基
礎
情
報
は
、
小
松
、
前
掲
書
、
四
一
九
頁
を
参
照
。

（
（
）宮
川
曼
魚『
親
和
考
』一
九
一
六
年
。
本
文
は
、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttp://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/（（（（（（（

を
参
照
。

（
（
）
森
銑
三
「
三
井
親
和
」『
近
世
人
物
叢
談
』
大
道
書
房
、
一
九
四
三
年
（
本
文
は
『
森
銑
三
著
作
集
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
、

一
一
〇
―
一
二
〇
頁
を
参
照
）。

（
（
）
米
田
彌
太
郎
「
細
井
広
沢
の
門
流
」『
近
世
書
人
の
表
現
と
精
神
─
続
近
世
日
本
書
道
史
論
攷
─
』
柳
原
書
店
、
一
九
九
九
年
、
五
九
─
七

二
頁
を
参
照
。

（
（
）
小
松
雅
雄
『
江
戸
に
旋
風
　
三
井
親
和
の
書
』
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
（
）
拙
稿
「
三
井
親
和
の
篆
書
作
品
に
つ
い
て
─
そ
の
造
形
と
評
価
に
関
す
る
一
考
察
─
」『
美
学
芸
術
学
』
第
三
一
号
、
美
学
芸
術
学
会
、
二

〇
一
六
年
、
六
七
―
九
三
頁
を
参
照
。

（
（
）
最
も
よ
く
登
場
す
る
の
が
、「
親
和
が
自
ら
の
誤
字
を
訂
正
し
な
か
っ
た
逸
話
」
で
あ
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。
深
川
に
あ
っ
た
三
十
三
間
堂
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の
修
理
に
際
し
て
、
額
字
の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
、「
円
通
」
と
い
う
字
を
書
い
た
。
後
日
、
こ
の
額
を
見
て
笑
う
僧
侶
が
あ
っ
た
の
で
、
理
由
を
聞

い
た
。
僧
侶
は
「
薬
師
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
る
堂
に
、『
円
通
』
と
い
う
観
音
菩
薩
を
安
置
す
る
堂
の
名
前
を
書
い
て
あ
る
の
で
、
笑
っ
た
の
だ
」

と
言
う
。
こ
の
話
を
聞
い
た
親
和
は
、「
私
は
一
度
書
い
た
も
の
を
書
き
改
め
る
こ
と
は
し
な
い
」
と
言
っ
て
、
仏
像
を
鋳
直
さ
せ
、
薬
師
如
来
に

手
を
つ
け
て
、
千
手
観
音
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
（
こ
の
逸
話
に
つ
い
て
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
出
版
『
百
家
琦
行
伝
』
を
、
立

命
館
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（ARC

）
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttp://w

w
w.dh

─jac.net/db（/books/results.php?f（=

百
家
琦

行
伝#

よ
り
参
照
）。

（
9
）
本
文
は
、
松
浦
静
山
著
・
吉
川
半
七
編
『
甲
子
夜
話
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
〇
年
を
参
照
。

（
（0
）
本
文
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
出
版
さ
れ
た
も
の
を
、
立
命
館
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（ARC

）
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
前

注
（
（
）
よ
り
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
武
藤
禎
夫
校
訂
『
噺
本
大
系
』
第
一
九
巻
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
を
参
照
。

（
（（
）
福
田
博
美
「
鳥
居
清
長
の
浮
世
絵
に
見
る
服
飾
描
写
の
独
自
性
：
姿
態
美
と
染
織
表
現
」『
文
化
学
園
大
学
紀
要
　
服
装
学
・
造
形
学
研
究
』
四

六
、
二
〇
一
五
年
、
三
三
―
四
五
頁
を
参
照
。

（
（（
）『
江
戸
名
所
図
会
』
は
、
江
戸
の
地
誌
。
七
巻
二
〇
冊
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
刊
。
神
田
の
名
主
斎
藤
幸
雄
・
幸
考
・
幸
成
の
親
子
三
代
で

完
成
。
長
谷
川
雪
旦
・
雪
提
画
。
江
戸
及
び
そ
の
近
郊
の
神
社
・
仏
閣
・
名
所
・
旧
跡
の
、
場
所
・
由
来
・
故
事
な
ど
を
、
数
多
く
の
絵
を
交
え

て
説
明
し
た
も
の
。
図
版
は
、
有
朋
堂
書
店
か
ら
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に
出
版
さ
れ
た
も
の
を
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ーhttp://

kindai.ndl.go.jp/

よ
り
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
『
洒
落
本
大
成
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
新
社
、
一
九
七
九
年
を
参
照
。

（
（（
）
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
出
版
の
『
百
家
琦
行
伝
』
前
注
（
（
）
に
は
、「
書
よ
り
も
猶
ま
さ
り
た
る
は
親
和
が
弓
術
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

弓
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
（（
） 

本
文
は
、
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
、
前
掲
書
、
第
五
巻
、
一
九
七
八
年
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
、
前
掲
書
、
第
七
巻
、
一
九
七
八
年
を
参
照
。

（
（（
）
松
下
烏
石
（
一
六
九
九
─
一
七
七
九
）。
名
は
辰
、
字
は
君
岳
、
烏
石
は
号
。
は
じ
め
書
を
佐
々
木
文
山
に
学
び
、
の
ち
細
井
広
沢
の
弟
子
と

な
っ
た
。
門
人
も
多
く
、
手
本
の
出
版
も
多
数
行
っ
て
い
た
。
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
道
辞
典
』
四
一
三
頁
を
参
照
。

（
（9
）
沢
田
東
江
（
一
七
三
二
─
一
七
九
六
）。
名
は
鱗
、
字
は
景
瑞
・
文
龍
、
東
江
は
号
。
書
は
高
頤
斎
に
学
び
、
は
じ
め
明
の
王
寵
の
風
を
学
ん
だ

が
、
の
ち
に
魏
晋
の
古
法
に
復
古
す
べ
き
こ
と
を
唱
え
た
。
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
道
辞
典
』
一
八
六
頁
を
参
照
。

（
（0
）
本
文
は
、
武
藤
禎
夫
校
訂
『
噺
本
大
系
』
第
一
九
巻
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
武
藤
禎
夫
校
訂
、
前
掲
書
、
第
一
二
巻
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
武
藤
禎
夫
校
訂
、
前
掲
書
、
第
一
八
巻
を
参
照
。

（
（（
）
日
本
に
お
け
る
篆
書
受
容
に
つ
い
て
、
中
田
勇
次
郎
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
わ
が
国
で
は
篆
隷
雑
体
は
平
安
時
代
の
初
期
に
空
海

に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
た
が
、
そ
の
の
ち
は
、
こ
の
体
は
あ
ま
り
普
及
す
る
こ
と
も
な
く
、
わ
ず
か
に
額
字
な
ど
に
そ
れ
が
応
用
さ
れ
る
だ
け
で
、
平

安
鎌
倉
を
通
じ
て
篆
隷
の
遺
品
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
室
町
時
代
の
禅
僧
も
、
篆
隷
を
か
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
稀
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
初

期
の
儒
者
に
明
人
風
の
隷
書
を
よ
く
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
独
立
、
心
越
等
に
よ
っ
て
篆
刻
が
伝
え
ら
れ
る
こ
ろ
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
篆
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隷
雑
体
が
一
般
に
も
普
及
す
る
よ
う
に
な
る
」。
中
田
勇
次
郎
『
日
本
書
道
の
系
譜
』
木
耳
社
、
一
九
七
〇
年
、
二
八
四
頁
を
参
照
。

（
（（
）
遊
里
に
お
け
る
書
画
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
岸
文
和
「
洒
落
本
に
見
る
『
通
』
の
メ
デ
ィ
ア
」『
美
学
芸
術
学
』
第
一
四
号
、
美
学
芸
術
学
会
、

一
九
九
八
年
、
一
─
二
四
頁
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
西
川
寧
編
『
日
本
書
論
集
成
』
第
三
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
を
参
照
。

（
（（
）
玉
置
喬
直
（
半
助
・
一
六
五
六
─
一
七
二
三
）。
幕
府
の
右
筆
を
勤
め
た
人
物
で
、
片
山
賢
『
寝
ぬ
世
の
す
さ
び
』（『
新
燕
石
十
種
』
第
五
冊
所

収
）
に
、
御
家
流
の
名
手
二
〇
人
の
一
人
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
現
存
作
品
は
少
な
く
、『
玉
置
先
生
百
人
一
首
』（
米
沢
市
立
興
譲
館
文
庫

蔵
）
の
み
が
知
ら
れ
る
。
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
流
全
史
』（
上
）、
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
、
六
三
四—

六
三
六
頁
を
参
照
。

（
（（
）
御
家
流
は
、
江
戸
時
代
に
公
用
書
体
と
さ
れ
た
書
体
・
書
風
の
こ
と
。
も
と
は
尊
円
親
王
を
祖
と
す
る
「
青
蓮
院
流
」
か
ら
発
生
し
、
そ
れ
を

形
式
化
し
た
書
の
こ
と
を
指
す
。
尊
円
親
王
の
言
葉
と
し
て
「
わ
が
家
流
の
大
祖
伏
見
・
後
伏
見
の
両
院
云
々
」（『
塵
塚
物
語
』）
と
あ
り
、
も
と

青
蓮
院
家
の
流
派
を
指
す
「
家
流
」
を
尊
称
し
、「
御
家
流
」
と
呼
ば
れ
た
。
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
道
辞
典
』
五
一
頁
を
参
照
。

（
（（
）
柳
葉
篆
は
、
書
か
れ
た
線
の
形
状
が
柳
の
葉
に
似
る
篆
書
の
一
種
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
古
く
、
晋
の
衛
瓘
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
伝
説

が
あ
る
。
柳
葉
篆
に
つ
い
て
は
、
漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会
編
『
漢
語
大
詞
典
』
四
巻
、
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
九
二
八
頁
、
な
ら

び
に
西
林
昭
一
『
中
国
書
道
文
化
辞
典
』
柳
原
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
九
四
八—

九
四
九
頁
を
参
照
。

（
（9
）
本
文
は
、
西
川
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
（0
）「
詩
書
屏
風
」
の
紙
幅
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
は
、趙
玉
萍
氏
（
同
志
社
大
学
大
学
院
文
化
史
学
専
攻
博
士
課
程
）
よ
り
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

（
（（
）『
説
文
解
字
』
に
掲
載
さ
れ
た
小
篆
を
比
較
対
象
と
し
て
い
る
。
図
版
に
つ
い
て
は
、『
大
書
源
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
を
使
用
し
た
。

（
（（
）
飛
白
は
、
書
体
の
一
種
で
あ
り
、
雑
体
書
と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
後
漢
の
蔡
邕
が
創
始
し
た
と
さ
れ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
空
海

が
こ
れ
を
輸
入
し
、
独
特
な
形
態
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
発
展
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

中
西
慶
爾
編
『
中
国
書

道
辞
典
』
木
耳
社
、
一
九
八
一
年
、
八
三
五
頁
を
参
照
。

（
（（
）「
真
言
七
祖
像
賛
」
は
、
真
言
宗
の
祖
師
た
ち
を
描
い
た
絵
画
に
、
梵
号
ま
た
は
梵
名
と
漢
名
ま
た
は
漢
翻
・
唐
翻
を
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
延

暦
二
四
年
（
八
〇
五
）
か
ら
弘
仁
一
二
年
（
八
二
一
）
頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
画
・
書
と
も
に
空
海
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
田
勇
次
郎

編
『
書
道
藝
術
』
第
一
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
六
─
二
〇
三
頁
を
参
照
。

（
（（
）
游
国
慶
氏
は
柳
葉
篆
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
柳
葉
篆
は
小
篆
と
同
じ
結
形
で
あ
る
。
た
だ
筆
画
の
は
じ
め
と
お
わ
り
に
工

夫
を
凝
ら
し
て
、
鋭
く
細
い
形
状
を
作
り
、
別
の
名
を
持
つ
一
体
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
上
古
（
殷
か
ら
漢
代
）
に
、
竹
に
漆
を
つ
け
て
書
い
た

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
説
は
、
信
じ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
新
出
土
の
戦
国
楚
簡
な
ど
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
崩
れ
て
し
ま
う
、
あ
い
ま
い

な
説
で
あ
る
」（
原
中
文
「
柳
葉
篆
、
結
体
与
小
篆
同
。
唯
筆
画
頭
尾
、
刻
意
作
尖
細
状
、
遂
另
名
一
体
。
所
謂
「
上
古
以
竹
挺
点
漆
書
」
之
説
、
絶

不
可
信
、観
新
出
土
戦
国
楚
簡
墨
書
、自
可
破
妄
」）
游
国
慶
「
古
漢
字
与
雑
体
篆
─
以
三
十
二
体
篆
書
盛
京
賦
為
例
」『
書
画
芸
術
学
刊
』
第
一
輯
、

国
立
台
湾
芸
術
大
学
美
術
学
院
書
画
芸
術
学
系
、
二
〇
〇
六
年
、
一—

二
四
頁
を
参
照
。

（
（（
）『
聯
珠
篆
文
』
は
、
池
永
一
峯
に
よ
っ
て
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
出
版
さ
れ
た
字
書
で
あ
る
。『
聯
珠
篆
文
』
に
つ
い
て
は
、
産
能
大
学
出

版
部
よ
り
一
九
九
六
年
に
復
刻
出
版
さ
れ
た
も
の
を
参
照
。

（
（（
）
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
篆
書
資
料
に
つ
い
て
は
、
岩
坪
充
雄
「
江
戸
時
代
の
書
物
と
雑
体
篆
書
」『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
一
五
、
書
物
・
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の
修
理
に
際
し
て
、
額
字
の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
、「
円
通
」
と
い
う
字
を
書
い
た
。
後
日
、
こ
の
額
を
見
て
笑
う
僧
侶
が
あ
っ
た
の
で
、
理
由
を
聞

い
た
。
僧
侶
は
「
薬
師
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
る
堂
に
、『
円
通
』
と
い
う
観
音
菩
薩
を
安
置
す
る
堂
の
名
前
を
書
い
て
あ
る
の
で
、
笑
っ
た
の
だ
」

と
言
う
。
こ
の
話
を
聞
い
た
親
和
は
、「
私
は
一
度
書
い
た
も
の
を
書
き
改
め
る
こ
と
は
し
な
い
」
と
言
っ
て
、
仏
像
を
鋳
直
さ
せ
、
薬
師
如
来
に

手
を
つ
け
て
、
千
手
観
音
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
（
こ
の
逸
話
に
つ
い
て
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
出
版
『
百
家
琦
行
伝
』
を
、
立

命
館
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（ARC

）
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttp://w

w
w.dh

─jac.net/db（/books/results.php?f（=

百
家
琦

行
伝#

よ
り
参
照
）。

（
9
）
本
文
は
、
松
浦
静
山
著
・
吉
川
半
七
編
『
甲
子
夜
話
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
〇
年
を
参
照
。

（
（0
）
本
文
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
出
版
さ
れ
た
も
の
を
、
立
命
館
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（ARC

）
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
前

注
（
（
）
よ
り
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
武
藤
禎
夫
校
訂
『
噺
本
大
系
』
第
一
九
巻
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
を
参
照
。

（
（（
）
福
田
博
美
「
鳥
居
清
長
の
浮
世
絵
に
見
る
服
飾
描
写
の
独
自
性
：
姿
態
美
と
染
織
表
現
」『
文
化
学
園
大
学
紀
要
　
服
装
学
・
造
形
学
研
究
』
四

六
、
二
〇
一
五
年
、
三
三
―
四
五
頁
を
参
照
。

（
（（
）『
江
戸
名
所
図
会
』
は
、
江
戸
の
地
誌
。
七
巻
二
〇
冊
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
刊
。
神
田
の
名
主
斎
藤
幸
雄
・
幸
考
・
幸
成
の
親
子
三
代
で

完
成
。
長
谷
川
雪
旦
・
雪
提
画
。
江
戸
及
び
そ
の
近
郊
の
神
社
・
仏
閣
・
名
所
・
旧
跡
の
、
場
所
・
由
来
・
故
事
な
ど
を
、
数
多
く
の
絵
を
交
え

て
説
明
し
た
も
の
。
図
版
は
、
有
朋
堂
書
店
か
ら
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に
出
版
さ
れ
た
も
の
を
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ーhttp://

kindai.ndl.go.jp/

よ
り
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
『
洒
落
本
大
成
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
新
社
、
一
九
七
九
年
を
参
照
。

（
（（
）
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
出
版
の
『
百
家
琦
行
伝
』
前
注
（
（
）
に
は
、「
書
よ
り
も
猶
ま
さ
り
た
る
は
親
和
が
弓
術
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

弓
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
（（
） 

本
文
は
、
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
、
前
掲
書
、
第
五
巻
、
一
九
七
八
年
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
、
前
掲
書
、
第
七
巻
、
一
九
七
八
年
を
参
照
。

（
（（
）
松
下
烏
石
（
一
六
九
九
─
一
七
七
九
）。
名
は
辰
、
字
は
君
岳
、
烏
石
は
号
。
は
じ
め
書
を
佐
々
木
文
山
に
学
び
、
の
ち
細
井
広
沢
の
弟
子
と

な
っ
た
。
門
人
も
多
く
、
手
本
の
出
版
も
多
数
行
っ
て
い
た
。
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
道
辞
典
』
四
一
三
頁
を
参
照
。

（
（9
）
沢
田
東
江
（
一
七
三
二
─
一
七
九
六
）。
名
は
鱗
、
字
は
景
瑞
・
文
龍
、
東
江
は
号
。
書
は
高
頤
斎
に
学
び
、
は
じ
め
明
の
王
寵
の
風
を
学
ん
だ

が
、
の
ち
に
魏
晋
の
古
法
に
復
古
す
べ
き
こ
と
を
唱
え
た
。
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
道
辞
典
』
一
八
六
頁
を
参
照
。

（
（0
）
本
文
は
、
武
藤
禎
夫
校
訂
『
噺
本
大
系
』
第
一
九
巻
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
武
藤
禎
夫
校
訂
、
前
掲
書
、
第
一
二
巻
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
武
藤
禎
夫
校
訂
、
前
掲
書
、
第
一
八
巻
を
参
照
。

（
（（
）
日
本
に
お
け
る
篆
書
受
容
に
つ
い
て
、
中
田
勇
次
郎
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
わ
が
国
で
は
篆
隷
雑
体
は
平
安
時
代
の
初
期
に
空
海

に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
た
が
、
そ
の
の
ち
は
、
こ
の
体
は
あ
ま
り
普
及
す
る
こ
と
も
な
く
、
わ
ず
か
に
額
字
な
ど
に
そ
れ
が
応
用
さ
れ
る
だ
け
で
、
平

安
鎌
倉
を
通
じ
て
篆
隷
の
遺
品
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
室
町
時
代
の
禅
僧
も
、
篆
隷
を
か
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
稀
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
初

期
の
儒
者
に
明
人
風
の
隷
書
を
よ
く
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
独
立
、
心
越
等
に
よ
っ
て
篆
刻
が
伝
え
ら
れ
る
こ
ろ
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
篆
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隷
雑
体
が
一
般
に
も
普
及
す
る
よ
う
に
な
る
」。
中
田
勇
次
郎
『
日
本
書
道
の
系
譜
』
木
耳
社
、
一
九
七
〇
年
、
二
八
四
頁
を
参
照
。

（
（（
）
遊
里
に
お
け
る
書
画
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
岸
文
和
「
洒
落
本
に
見
る
『
通
』
の
メ
デ
ィ
ア
」『
美
学
芸
術
学
』
第
一
四
号
、
美
学
芸
術
学
会
、

一
九
九
八
年
、
一
─
二
四
頁
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
西
川
寧
編
『
日
本
書
論
集
成
』
第
三
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
を
参
照
。

（
（（
）
玉
置
喬
直
（
半
助
・
一
六
五
六
─
一
七
二
三
）。
幕
府
の
右
筆
を
勤
め
た
人
物
で
、
片
山
賢
『
寝
ぬ
世
の
す
さ
び
』（『
新
燕
石
十
種
』
第
五
冊
所

収
）
に
、
御
家
流
の
名
手
二
〇
人
の
一
人
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
現
存
作
品
は
少
な
く
、『
玉
置
先
生
百
人
一
首
』（
米
沢
市
立
興
譲
館
文
庫

蔵
）
の
み
が
知
ら
れ
る
。
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
流
全
史
』（
上
）、
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
、
六
三
四—

六
三
六
頁
を
参
照
。

（
（（
）
御
家
流
は
、
江
戸
時
代
に
公
用
書
体
と
さ
れ
た
書
体
・
書
風
の
こ
と
。
も
と
は
尊
円
親
王
を
祖
と
す
る
「
青
蓮
院
流
」
か
ら
発
生
し
、
そ
れ
を

形
式
化
し
た
書
の
こ
と
を
指
す
。
尊
円
親
王
の
言
葉
と
し
て
「
わ
が
家
流
の
大
祖
伏
見
・
後
伏
見
の
両
院
云
々
」（『
塵
塚
物
語
』）
と
あ
り
、
も
と

青
蓮
院
家
の
流
派
を
指
す
「
家
流
」
を
尊
称
し
、「
御
家
流
」
と
呼
ば
れ
た
。
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
道
辞
典
』
五
一
頁
を
参
照
。

（
（（
）
柳
葉
篆
は
、
書
か
れ
た
線
の
形
状
が
柳
の
葉
に
似
る
篆
書
の
一
種
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
古
く
、
晋
の
衛
瓘
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
伝
説

が
あ
る
。
柳
葉
篆
に
つ
い
て
は
、
漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会
編
『
漢
語
大
詞
典
』
四
巻
、
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
九
二
八
頁
、
な
ら

び
に
西
林
昭
一
『
中
国
書
道
文
化
辞
典
』
柳
原
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
九
四
八—

九
四
九
頁
を
参
照
。

（
（9
）
本
文
は
、
西
川
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
（0
）「
詩
書
屏
風
」
の
紙
幅
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
は
、趙
玉
萍
氏
（
同
志
社
大
学
大
学
院
文
化
史
学
専
攻
博
士
課
程
）
よ
り
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

（
（（
）『
説
文
解
字
』
に
掲
載
さ
れ
た
小
篆
を
比
較
対
象
と
し
て
い
る
。
図
版
に
つ
い
て
は
、『
大
書
源
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
を
使
用
し
た
。

（
（（
）
飛
白
は
、
書
体
の
一
種
で
あ
り
、
雑
体
書
と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
後
漢
の
蔡
邕
が
創
始
し
た
と
さ
れ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
空
海

が
こ
れ
を
輸
入
し
、
独
特
な
形
態
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
発
展
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

中
西
慶
爾
編
『
中
国
書

道
辞
典
』
木
耳
社
、
一
九
八
一
年
、
八
三
五
頁
を
参
照
。

（
（（
）「
真
言
七
祖
像
賛
」
は
、
真
言
宗
の
祖
師
た
ち
を
描
い
た
絵
画
に
、
梵
号
ま
た
は
梵
名
と
漢
名
ま
た
は
漢
翻
・
唐
翻
を
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
延

暦
二
四
年
（
八
〇
五
）
か
ら
弘
仁
一
二
年
（
八
二
一
）
頃
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
画
・
書
と
も
に
空
海
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
田
勇
次
郎

編
『
書
道
藝
術
』
第
一
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
六
─
二
〇
三
頁
を
参
照
。

（
（（
）
游
国
慶
氏
は
柳
葉
篆
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
柳
葉
篆
は
小
篆
と
同
じ
結
形
で
あ
る
。
た
だ
筆
画
の
は
じ
め
と
お
わ
り
に
工

夫
を
凝
ら
し
て
、
鋭
く
細
い
形
状
を
作
り
、
別
の
名
を
持
つ
一
体
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
上
古
（
殷
か
ら
漢
代
）
に
、
竹
に
漆
を
つ
け
て
書
い
た

も
の
で
あ
る
」
と
い
う
説
は
、
信
じ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
新
出
土
の
戦
国
楚
簡
な
ど
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
崩
れ
て
し
ま
う
、
あ
い
ま
い

な
説
で
あ
る
」（
原
中
文
「
柳
葉
篆
、
結
体
与
小
篆
同
。
唯
筆
画
頭
尾
、
刻
意
作
尖
細
状
、
遂
另
名
一
体
。
所
謂
「
上
古
以
竹
挺
点
漆
書
」
之
説
、
絶

不
可
信
、観
新
出
土
戦
国
楚
簡
墨
書
、自
可
破
妄
」）
游
国
慶
「
古
漢
字
与
雑
体
篆
─
以
三
十
二
体
篆
書
盛
京
賦
為
例
」『
書
画
芸
術
学
刊
』
第
一
輯
、

国
立
台
湾
芸
術
大
学
美
術
学
院
書
画
芸
術
学
系
、
二
〇
〇
六
年
、
一—

二
四
頁
を
参
照
。

（
（（
）『
聯
珠
篆
文
』
は
、
池
永
一
峯
に
よ
っ
て
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
出
版
さ
れ
た
字
書
で
あ
る
。『
聯
珠
篆
文
』
に
つ
い
て
は
、
産
能
大
学
出

版
部
よ
り
一
九
九
六
年
に
復
刻
出
版
さ
れ
た
も
の
を
参
照
。

（
（（
）
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
篆
書
資
料
に
つ
い
て
は
、
岩
坪
充
雄
「
江
戸
時
代
の
書
物
と
雑
体
篆
書
」『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
一
五
、
書
物
・
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出
版
と
社
会
変
容
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
、
五
五
─
八
二
頁
を
参
照
。

（
（（
）
国
会
図
書
館
所
蔵
「
親
和
之
書
」
は
、
末
尾
に
「
乙
丑
冬
臘
月
十
有
六
日
　
龍
湖
親
和
」
の
署
名
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
七
四
五
年
に
書
か

れ
た
、
親
和
四
六
歳
の
書
と
思
わ
れ
る
。

（
（（
）
雑
体
書
は
、
篆
書
・
隷
書
の
装
飾
化
し
た
書
体
を
指
す
。
中
国
に
お
い
て
、
南
北
朝
時
代
の
斉
・
梁
の
こ
ろ
に
流
行
し
、
そ
の
影
響
が
唐
代
に

ま
で
及
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。
中
田
勇
次
郎
『
日
本
の
美
術
』
別
巻
（
書
）、
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
、
四
五
頁
を
参
照
。

（
（9
）
拙
稿
、
八
〇
頁
掲
載
の
表
を
参
照
。

（
（0
）
関
思
恭
（
一
六
九
七
―
一
七
六
五
）。
名
は
思
恭
、
字
は
子
粛
、
鳳
岡
な
ど
と
号
し
た
。
書
を
細
井
広
沢
に
学
び
、
よ
く
師
風
を
伝
え
た
が
、
独

自
の
風
は
乏
し
い
と
評
さ
れ
る
。
子
孫
も
代
々
書
を
以
っ
て
土
浦
藩
に
仕
え
、
書
道
の
名
家
と
し
て
明
治
に
ま
で
至
っ
た
。
小
松
、
前
掲
『
日
本
書

道
辞
典
』
二
四
七
頁
を
参
照
。

（
（（
）
平
林
惇
信
（
一
六
九
六
―
一
七
五
三
）。
字
は
明
義
、
通
称
は
庄
五
郎
。
一
二
歳
の
と
き
細
井
広
沢
門
に
入
り
、
一
家
を
な
し
て
門
弟
二
千
人
を

擁
し
た
と
い
う
。
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
道
辞
典
』
三
六
七
頁
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
西
川
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
西
川
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
（（
）
中
田
勇
次
郎
『
日
本
書
道
の
系
譜
』
木
耳
社
、
一
九
七
〇
年
、
一
八
六
頁
を
参
照
。

（
（（
）
中
田
氏
は
、
元
・
明
派
と
晋
・
唐
派
の
他
に
「
逸
脱
派
」
が
あ
る
と
指
摘
し
、
池
大
雅
や
良
寛
ら
を
こ
れ
に
分
類
し
て
い
る
。
前
掲
書
、
一
八

六
─
一
八
八
頁
。

（
（（
）
本
文
は
、
西
川
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
（（
）
下
野
健
児
「
与
謝
蕪
村
の
書
─
そ
の
俳
諧
の
書
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
」『
花
園
大
学
国
文
学
論
究
』
二
四
号
、
花
園
大
学
国
文
学
会
、

一
九
九
六
年
、
一
─
二
二
頁
を
参
照
。

（
（（
）
下
野
、
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
（9
）
特
に
、
祝
允
明
は
、
紙
面
に
文
字
を
充
填
す
る
よ
う
な
、
特
異
な
狂
草
書
を
書
く
こ
と
で
著
名
な
書
家
で
あ
る
。
祝
允
明
の
書
に
つ
い
て
は
、
下

野
健
児
「
祝
允
明
の
狂
草
書
法
に
つ
い
て
」『
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
研
究
室
紀
要
』
一
三
、
京
都
大
学
、
一
九
九
二
年
、
二
九
─
五
二

頁
を
参
照
。

（
（0
）
鈴
木
晴
彦
「
王
羲
之
書
法
を
中
心
と
す
る
江
戸
和
様
書
家
の
唐
様
書
受
容
に
つ
い
て
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
七

頁
を
参
照
。

（
（（
）
勘
亭
流
は
、
安
永
─
享
和
年
中
（
一
七
七
二
―
一
八
〇
四
）
に
出
た
書
家
、
岡
崎
屋
勘
六
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）、
中
村
座
か
ら
の
依
頼
で
春
狂
言
の
大
名
題
を
書
い
た
時
に
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
書
を
生
み
出
し
た
と
さ
れ
る
。
勘
亭
流
で
は
、「
客

が
多
く
入
り
、
空
席
が
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
縁
起
を
担
ぐ
た
め
に
、
余
白
を
少
な
く
し
て
、
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
文
字
を
書
く
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

勘
亭
流
に
つ
い
て
は
、
白
石
和
也
・
工
藤
剛
・
河
地
知
木
『
文
字
の
歴
史
と
デ
ザ
イ
ン
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
、
二
七
─
二
八
頁
を
参

照
。

（
（（
）
中
野
三
敏
「
十
八
世
紀
江
戸
の
文
化
」『
日
本
の
近
世
』
第
一
二
巻
（
文
学
と
美
術
の
成
熟
）、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
、
九
─
七
八
頁
を

参
照
。
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（
（（
）
中
野
、
前
傾
書
一
五
頁
を
参
照
。

（
（（
）
沢
田
東
江
述
・
橋
本
圭
橘
録
『
東
江
先
生
書
話
』
明
和
六
年
（
一
七
九
六
）。
本
文
は
西
川
、
前
掲
書
を
参
照
。                        

〈
図
版
出
典
〉

図
（
　
鳥
居
清
長
「
初
世
尾
上
松
助
と
遊
女
」
竪
間
版
錦
絵
、
版
元
未
詳
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
頃
（
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会
編

『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』
第
七
巻
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
〇
年
）。

図
（
　
斎
藤
幸
雄
・
幸
考
・
幸
成
、
長
谷
川
雪
旦
・
雪
提
画
『
江
戸
名
所
図
会
』
有
朋
堂
書
店
、
一
九
二
二
年
（
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ーhttp://

kindai.ndl.go.jp/

）。

図
（
　『
評
判
の
俵
』（
武
藤
禎
夫
・
岡
雅
彦
編
『
噺
本
大
系
』
第
一
九
卷
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）。

図
（
　『
商
売
往
来
』
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
初
版
、
紙
本
木
版
、
同
志
社
大
学
図
書
館
蔵
。

図
（
　
三
井
親
和
「
詩
書
屏
風
」
紙
本
墨
書
　
各
五
四
・
五
×
一
三
二
・
〇
㎝
　
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）　
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
東
京
国
立
博
物

館
画
像
検
索
　http://w

ebarchives.tnm
.jp/im

gsearch/show
/C00（0（（（

）。

図
（
─
（
　
前
掲
、
図
（
に
同
じ
。

図
（
─
（
　
前
掲
、
図
（
を
筆
者
が
加
工
。

図
（
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
『
大
書
源
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
七
年
）
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
9
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（0
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
前
掲
『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
空
海
「
真
言
七
祖
像
賛
」
絹
本
墨
書
、
二
一
二
・
七
×
一
五
〇
・
九
㎝
　
延
暦
二
四
年
─
弘
仁
一
二
年
（
八
〇
五
─
八
二
一
）　
救
王
護
国
寺

蔵
（『
書
道
全
集
』
平
凡
社
、
一
九
五
八
年
）。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
前
掲
『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
池
永
一
峯
「
竹
林
野
侶
」
一
七
二
三
年
（
中
田
勇
次
郎
『
日
本
の
美
術
』
別
巻
（
書
）、
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
）。

図
（（
　
池
永
一
峯
『
聯
珠
篆
文
』
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）。
産
能
大
学
出
版
部
よ
り
一
九
九
六
年
に
復
刻
出
版
さ
れ
た
も
の
を
参
照
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
前
掲
『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（9
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（0
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
文
徴
明
「
四
体
千
字
文
巻
」
紙
本
墨
書
　
二
六
・
七
×
六
六
・
一
㎝
、
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
（『
書
芸
珍
品
賞
析
』
第
七
輯
・
文
徴
明
、
湖
南

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

図
（（
　
三
井
新
和
「
書
蹟
屏
風
」
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
（
江
戸
東
京
博
物
館
収
蔵
品
検
索
　http://digitalm

useum
.rekibun.or.jp/edohaku/
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出
版
と
社
会
変
容
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
、
五
五
─
八
二
頁
を
参
照
。

（
（（
）
国
会
図
書
館
所
蔵
「
親
和
之
書
」
は
、
末
尾
に
「
乙
丑
冬
臘
月
十
有
六
日
　
龍
湖
親
和
」
の
署
名
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
七
四
五
年
に
書
か

れ
た
、
親
和
四
六
歳
の
書
と
思
わ
れ
る
。

（
（（
）
雑
体
書
は
、
篆
書
・
隷
書
の
装
飾
化
し
た
書
体
を
指
す
。
中
国
に
お
い
て
、
南
北
朝
時
代
の
斉
・
梁
の
こ
ろ
に
流
行
し
、
そ
の
影
響
が
唐
代
に

ま
で
及
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。
中
田
勇
次
郎
『
日
本
の
美
術
』
別
巻
（
書
）、
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
、
四
五
頁
を
参
照
。

（
（9
）
拙
稿
、
八
〇
頁
掲
載
の
表
を
参
照
。

（
（0
）
関
思
恭
（
一
六
九
七
―
一
七
六
五
）。
名
は
思
恭
、
字
は
子
粛
、
鳳
岡
な
ど
と
号
し
た
。
書
を
細
井
広
沢
に
学
び
、
よ
く
師
風
を
伝
え
た
が
、
独

自
の
風
は
乏
し
い
と
評
さ
れ
る
。
子
孫
も
代
々
書
を
以
っ
て
土
浦
藩
に
仕
え
、
書
道
の
名
家
と
し
て
明
治
に
ま
で
至
っ
た
。
小
松
、
前
掲
『
日
本
書

道
辞
典
』
二
四
七
頁
を
参
照
。

（
（（
）
平
林
惇
信
（
一
六
九
六
―
一
七
五
三
）。
字
は
明
義
、
通
称
は
庄
五
郎
。
一
二
歳
の
と
き
細
井
広
沢
門
に
入
り
、
一
家
を
な
し
て
門
弟
二
千
人
を

擁
し
た
と
い
う
。
小
松
、
前
掲
『
日
本
書
道
辞
典
』
三
六
七
頁
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
西
川
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
（（
）
本
文
は
、
西
川
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
（（
）
中
田
勇
次
郎
『
日
本
書
道
の
系
譜
』
木
耳
社
、
一
九
七
〇
年
、
一
八
六
頁
を
参
照
。

（
（（
）
中
田
氏
は
、
元
・
明
派
と
晋
・
唐
派
の
他
に
「
逸
脱
派
」
が
あ
る
と
指
摘
し
、
池
大
雅
や
良
寛
ら
を
こ
れ
に
分
類
し
て
い
る
。
前
掲
書
、
一
八

六
─
一
八
八
頁
。

（
（（
）
本
文
は
、
西
川
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
（（
）
下
野
健
児
「
与
謝
蕪
村
の
書
─
そ
の
俳
諧
の
書
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
」『
花
園
大
学
国
文
学
論
究
』
二
四
号
、
花
園
大
学
国
文
学
会
、

一
九
九
六
年
、
一
─
二
二
頁
を
参
照
。

（
（（
）
下
野
、
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
（9
）
特
に
、
祝
允
明
は
、
紙
面
に
文
字
を
充
填
す
る
よ
う
な
、
特
異
な
狂
草
書
を
書
く
こ
と
で
著
名
な
書
家
で
あ
る
。
祝
允
明
の
書
に
つ
い
て
は
、
下

野
健
児
「
祝
允
明
の
狂
草
書
法
に
つ
い
て
」『
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
研
究
室
紀
要
』
一
三
、
京
都
大
学
、
一
九
九
二
年
、
二
九
─
五
二

頁
を
参
照
。

（
（0
）
鈴
木
晴
彦
「
王
羲
之
書
法
を
中
心
と
す
る
江
戸
和
様
書
家
の
唐
様
書
受
容
に
つ
い
て
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
七

頁
を
参
照
。

（
（（
）
勘
亭
流
は
、
安
永
─
享
和
年
中
（
一
七
七
二
―
一
八
〇
四
）
に
出
た
書
家
、
岡
崎
屋
勘
六
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）、
中
村
座
か
ら
の
依
頼
で
春
狂
言
の
大
名
題
を
書
い
た
時
に
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
書
を
生
み
出
し
た
と
さ
れ
る
。
勘
亭
流
で
は
、「
客

が
多
く
入
り
、
空
席
が
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
縁
起
を
担
ぐ
た
め
に
、
余
白
を
少
な
く
し
て
、
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
文
字
を
書
く
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

勘
亭
流
に
つ
い
て
は
、
白
石
和
也
・
工
藤
剛
・
河
地
知
木
『
文
字
の
歴
史
と
デ
ザ
イ
ン
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
、
二
七
─
二
八
頁
を
参

照
。

（
（（
）
中
野
三
敏
「
十
八
世
紀
江
戸
の
文
化
」『
日
本
の
近
世
』
第
一
二
巻
（
文
学
と
美
術
の
成
熟
）、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
、
九
─
七
八
頁
を

参
照
。
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（
（（
）
中
野
、
前
傾
書
一
五
頁
を
参
照
。

（
（（
）
沢
田
東
江
述
・
橋
本
圭
橘
録
『
東
江
先
生
書
話
』
明
和
六
年
（
一
七
九
六
）。
本
文
は
西
川
、
前
掲
書
を
参
照
。                        

〈
図
版
出
典
〉

図
（
　
鳥
居
清
長
「
初
世
尾
上
松
助
と
遊
女
」
竪
間
版
錦
絵
、
版
元
未
詳
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
頃
（
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会
編

『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』
第
七
巻
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
〇
年
）。

図
（
　
斎
藤
幸
雄
・
幸
考
・
幸
成
、
長
谷
川
雪
旦
・
雪
提
画
『
江
戸
名
所
図
会
』
有
朋
堂
書
店
、
一
九
二
二
年
（
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ーhttp://

kindai.ndl.go.jp/

）。

図
（
　『
評
判
の
俵
』（
武
藤
禎
夫
・
岡
雅
彦
編
『
噺
本
大
系
』
第
一
九
卷
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）。

図
（
　『
商
売
往
来
』
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
初
版
、
紙
本
木
版
、
同
志
社
大
学
図
書
館
蔵
。

図
（
　
三
井
親
和
「
詩
書
屏
風
」
紙
本
墨
書
　
各
五
四
・
五
×
一
三
二
・
〇
㎝
　
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）　
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
東
京
国
立
博
物

館
画
像
検
索
　http://w

ebarchives.tnm
.jp/im

gsearch/show
/C00（0（（（

）。

図
（
─
（
　
前
掲
、
図
（
に
同
じ
。

図
（
─
（
　
前
掲
、
図
（
を
筆
者
が
加
工
。

図
（
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
『
大
書
源
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
七
年
）
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
9
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（0
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
前
掲
『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
空
海
「
真
言
七
祖
像
賛
」
絹
本
墨
書
、
二
一
二
・
七
×
一
五
〇
・
九
㎝
　
延
暦
二
四
年
─
弘
仁
一
二
年
（
八
〇
五
─
八
二
一
）　
救
王
護
国
寺

蔵
（『
書
道
全
集
』
平
凡
社
、
一
九
五
八
年
）。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
前
掲
『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
池
永
一
峯
「
竹
林
野
侶
」
一
七
二
三
年
（
中
田
勇
次
郎
『
日
本
の
美
術
』
別
巻
（
書
）、
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
）。

図
（（
　
池
永
一
峯
『
聯
珠
篆
文
』
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）。
産
能
大
学
出
版
部
よ
り
一
九
九
六
年
に
復
刻
出
版
さ
れ
た
も
の
を
参
照
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
前
掲
『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（9
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（0
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
文
徴
明
「
四
体
千
字
文
巻
」
紙
本
墨
書
　
二
六
・
七
×
六
六
・
一
㎝
、
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
（『
書
芸
珍
品
賞
析
』
第
七
輯
・
文
徴
明
、
湖
南

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

図
（（
　
三
井
新
和
「
書
蹟
屏
風
」
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
（
江
戸
東
京
博
物
館
収
蔵
品
検
索
　http://digitalm

useum
.rekibun.or.jp/edohaku/
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app/collection/detail?id=0（99（00090&
sk=%

（E%
（F%

（（%
E（%

90%
（（%

9（%
（（

）。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
細
井
広
沢
「
西
湖
十
景
」
紙
本
墨
書
　
二
八
・
三
×
三
一
三
・
八
㎝
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）、
東
京
国
立
博
物
館

蔵
（
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索
　http://w

ebarchives.tnm
.jp/im

gsearch/show
/C00（（（（9

）
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（9
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
前
掲
細
井
広
沢
「
西
湖
十
景
」
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（0
　
前
掲
、
細
井
広
沢
「
西
湖
十
景
」。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
細
井
広
沢
「
文
語
屏
風
」
紙
本
墨
書
、
各
一
二
二
・
〇
×
五
六
・
八
㎝
、
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
東
京
国
立
博

物
館
画
像
検
索
　http://w

ebarchives.tnm
.jp/im

gsearch/show
/C00（（（99

）。

図
（（
　
藤
原
行
成
「
白
氏
詩
巻
」
紙
本
墨
書
、
二
五
・
四
×
二
六
五
・
二
㎝
、
一
一
世
紀
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索

　http://w
ebarchives.tnm

.jp/im
gsearch/show

/E00（（（00

）。

図
（（
　
伝
紀
貫
之
「
高
野
切
」
紙
本
墨
書
、
一
一
世
紀
、
五
島
美
術
館
蔵
（『
日
本
名
筆
選
』
一
・
高
野
切
第
一
種
、
二
玄
社
、
一
九
九
三
年
）。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
三
井
親
和
『
親
和
之
書
』
紙
本
墨
書
、
縦
二
八
㎝
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
細
井
広
沢
『
行
書
千
字
文
』
紙
本
墨
拓
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）。
関
思
恭
『
行
書
千
字
文
』
紙
本
墨
拓
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）。

図
（9
　
中
野
三
敏
『
写
楽
　
江
戸
人
と
し
て
の
実
像
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
。

図
（0
　
鈴
木
晴
彦
「
王
羲
之
書
法
を
中
心
と
す
る
江
戸
和
様
書
家
の
唐
様
書
受
容
に
つ
い
て
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
。

※
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
一
部
Ｄ
Ｎ
Ｐ
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
よ
り
高
精
細
画
像
の
提
供
を
受
け
た
。

〈
参
考
文
献
一
覧
（
編
著
者
五
十
音
順
）〉

石
川
九
楊
『
日
本
書
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

岩
坪
充
雄
「
江
戸
時
代
の
篆
書
体
受
容
に
つ
い
て
─
篆
書
関
連
書
籍
の
翻
刻
・
出
版
の
事
情
よ
り
─
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
五
号
、
書
学
書

道
史
学
会
、
二
〇
〇
五
年
、
五
五
―
六
九
頁
。

岩
坪
充
雄
「
江
戸
時
代
の
書
物
と
雑
体
篆
書
」『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
一
五
、
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
、
五
五
―
八

二
頁
。

角
井
博
「
江
戸
の
唐
様
に
つ
い
て
─
流
入
し
た
書
跡
・
法
帖
と
唐
様
書
道
の
展
開
─
」『M

useum

』
第
三
三
一
号
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
七

八
年
、
二
二
―
三
四
頁
。
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角
井
博
『
決
定
版
中
国
書
道
史
』
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
。

亀
田
絵
里
香
「
亀
田
鵬
斎
隷
書
考
─
『
曹
全
碑
』
翻
刻
本
跋
を
中
心
と
し
て
─
」『
書
道
学
論
集
』
大
東
文
化
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
八
─
一
七

頁
。

萱
の
り
子
『
書
芸
術
の
地
平
─
そ
の
歴
史
と
解
釈
─
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

萱
の
り
子
「
水
茎
の
「
和
ら
げ
る
」
力
─
仮
名
の
書
の
美
的
価
値
に
関
す
る
一
考
察
─
」『
書
学
書
道
史
論
叢
二
〇
一
一
』
書
学
書
道
史
学
会
編
、

二
〇
一
一
年
、
二
一
七
─
二
四
一
頁
。

漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会
編
『
漢
語
大
詞
典
』
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

神
田
喜
一
郎
「
江
戸
時
代
の
唐
様
」『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
八
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
七
年
。

岸
文
和
「
洒
落
本
に
見
る
「
通
」
の
メ
デ
ィ
ア
」『
美
学
芸
術
学
』
第
一
四
号
、
美
学
芸
術
学
会
、
一
九
九
八
年
、
一
─
二
四
頁
。

小
松
雅
雄
『
江
戸
に
旋
風
　
三
井
親
和
の
書
』
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
。

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
流
全
史
』
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
。

小
松
茂
美
「
唐
様
書
道
」『
日
本
の
書
』
一
二
（
唐
様
）、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
。

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
道
辞
典
』
二
玄
社
、
一
九
八
七
年
。

島
谷
弘
幸
「
唐
様
の
書
─
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
の
受
容
─
」『
唐
様
の
書
』
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
九
六
年
、
一
一
八
―
一
二
五
頁
。

島
田
筑
波
「
江
戸
の
名
物
親
和
染
考
」『
日
本
書
誌
学
大
系
』
四
九
（
二
）（
島
田
筑
波
集
　
下
）、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
六
年
。

下
野
健
児
「
祝
允
明
の
狂
草
書
法
に
つ
い
て
」『
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
研
究
室
紀
要
』
一
三
、
京
都
大
学
、
一
九
九
二
年
、
二
九
―
五
二

頁
。

下
野
健
児
「
与
謝
蕪
村
の
書
─
そ
の
俳
諧
の
書
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
」『
花
園
大
学
国
文
学
論
究
』
二
四
号
、花
園
大
学
国
文
学
会
、一
九
九
六

年
、
一
―
二
二
頁
。

洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
『
洒
落
本
大
成
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
七
九
年
。

書
学
書
道
史
学
会
編
、『
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
書
道
史
年
表
事
典
』
萱
原
書
房
、
二
〇
〇
七
年
改
訂
版
。

白
石
和
也
・
工
藤
剛
・
河
地
知
木
『
文
字
の
歴
史
と
デ
ザ
イ
ン
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
。

鈴
木
晴
彦
「
王
羲
之
書
法
を
中
心
と
す
る
江
戸
和
様
書
家
の
唐
様
書
受
容
に
つ
い
て
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
七
―
五

六
頁
。

高
橋
利
郎
『
江
戸
の
書
』
二
玄
社
、
二
〇
一
〇
年
。

田
中
有
「
和
刻
『
隷
辨
』
考
─
江
戸
時
代
に
お
け
る
隷
書
の
導
入
─
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
四
号
、
書
学
書
道
史
学
会
、
一
九
九
四
年
、
一
九

―
二
八
頁
。

辻
惟
雄
『
日
本
美
術
の
歴
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
。

中
田
勇
次
郎
『
日
本
の
美
術
　
別
巻
　
書
』
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
。

中
田
勇
次
郎
『
日
本
書
道
の
系
譜
』
木
耳
社
、
一
九
七
二
年
。

中
田
勇
次
郎
編
『
書
道
藝
術
』
一
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
。

中
西
慶
爾
編
『
中
国
書
道
辞
典
』
木
耳
社
、
一
九
八
一
年
。
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app/collection/detail?id=0（99（00090&
sk=%

（E%
（F%

（（%
E（%

90%
（（%

9（%
（（

）。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、『
大
書
源
』
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
細
井
広
沢
「
西
湖
十
景
」
紙
本
墨
書
　
二
八
・
三
×
三
一
三
・
八
㎝
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）、
東
京
国
立
博
物
館

蔵
（
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索
　http://w

ebarchives.tnm
.jp/im

gsearch/show
/C00（（（（9

）
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（9
　
前
掲
、
図
（
な
ら
び
に
前
掲
細
井
広
沢
「
西
湖
十
景
」
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（0
　
前
掲
、
細
井
広
沢
「
西
湖
十
景
」。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
細
井
広
沢
「
文
語
屏
風
」
紙
本
墨
書
、
各
一
二
二
・
〇
×
五
六
・
八
㎝
、
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
東
京
国
立
博

物
館
画
像
検
索
　http://w

ebarchives.tnm
.jp/im

gsearch/show
/C00（（（99

）。

図
（（
　
藤
原
行
成
「
白
氏
詩
巻
」
紙
本
墨
書
、
二
五
・
四
×
二
六
五
・
二
㎝
、
一
一
世
紀
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索

　http://w
ebarchives.tnm

.jp/im
gsearch/show

/E00（（（00

）。

図
（（
　
伝
紀
貫
之
「
高
野
切
」
紙
本
墨
書
、
一
一
世
紀
、
五
島
美
術
館
蔵
（『
日
本
名
筆
選
』
一
・
高
野
切
第
一
種
、
二
玄
社
、
一
九
九
三
年
）。

図
（（
　
前
掲
、
図
（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
三
井
親
和
『
親
和
之
書
』
紙
本
墨
書
、
縦
二
八
㎝
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

図
（（
　
前
掲
、
図
（（
よ
り
筆
者
が
抽
出
。

図
（（
　
細
井
広
沢
『
行
書
千
字
文
』
紙
本
墨
拓
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）。
関
思
恭
『
行
書
千
字
文
』
紙
本
墨
拓
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）。

図
（9
　
中
野
三
敏
『
写
楽
　
江
戸
人
と
し
て
の
実
像
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
。

図
（0
　
鈴
木
晴
彦
「
王
羲
之
書
法
を
中
心
と
す
る
江
戸
和
様
書
家
の
唐
様
書
受
容
に
つ
い
て
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
。

※
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
一
部
Ｄ
Ｎ
Ｐ
ア
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
よ
り
高
精
細
画
像
の
提
供
を
受
け
た
。

〈
参
考
文
献
一
覧
（
編
著
者
五
十
音
順
）〉

石
川
九
楊
『
日
本
書
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

岩
坪
充
雄
「
江
戸
時
代
の
篆
書
体
受
容
に
つ
い
て
─
篆
書
関
連
書
籍
の
翻
刻
・
出
版
の
事
情
よ
り
─
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
五
号
、
書
学
書

道
史
学
会
、
二
〇
〇
五
年
、
五
五
―
六
九
頁
。

岩
坪
充
雄
「
江
戸
時
代
の
書
物
と
雑
体
篆
書
」『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
一
五
、
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
、
五
五
―
八

二
頁
。

角
井
博
「
江
戸
の
唐
様
に
つ
い
て
─
流
入
し
た
書
跡
・
法
帖
と
唐
様
書
道
の
展
開
─
」『M

useum

』
第
三
三
一
号
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
七

八
年
、
二
二
―
三
四
頁
。
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角
井
博
『
決
定
版
中
国
書
道
史
』
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
。

亀
田
絵
里
香
「
亀
田
鵬
斎
隷
書
考
─
『
曹
全
碑
』
翻
刻
本
跋
を
中
心
と
し
て
─
」『
書
道
学
論
集
』
大
東
文
化
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
八
─
一
七

頁
。

萱
の
り
子
『
書
芸
術
の
地
平
─
そ
の
歴
史
と
解
釈
─
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

萱
の
り
子
「
水
茎
の
「
和
ら
げ
る
」
力
─
仮
名
の
書
の
美
的
価
値
に
関
す
る
一
考
察
─
」『
書
学
書
道
史
論
叢
二
〇
一
一
』
書
学
書
道
史
学
会
編
、

二
〇
一
一
年
、
二
一
七
─
二
四
一
頁
。

漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
会
編
『
漢
語
大
詞
典
』
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

神
田
喜
一
郎
「
江
戸
時
代
の
唐
様
」『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
八
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
七
年
。

岸
文
和
「
洒
落
本
に
見
る
「
通
」
の
メ
デ
ィ
ア
」『
美
学
芸
術
学
』
第
一
四
号
、
美
学
芸
術
学
会
、
一
九
九
八
年
、
一
─
二
四
頁
。

小
松
雅
雄
『
江
戸
に
旋
風
　
三
井
親
和
の
書
』
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
。

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
流
全
史
』
講
談
社
、
一
九
七
〇
年
。

小
松
茂
美
「
唐
様
書
道
」『
日
本
の
書
』
一
二
（
唐
様
）、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
。

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
道
辞
典
』
二
玄
社
、
一
九
八
七
年
。

島
谷
弘
幸
「
唐
様
の
書
─
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
の
受
容
─
」『
唐
様
の
書
』
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
九
六
年
、
一
一
八
―
一
二
五
頁
。

島
田
筑
波
「
江
戸
の
名
物
親
和
染
考
」『
日
本
書
誌
学
大
系
』
四
九
（
二
）（
島
田
筑
波
集
　
下
）、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
六
年
。

下
野
健
児
「
祝
允
明
の
狂
草
書
法
に
つ
い
て
」『
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
研
究
室
紀
要
』
一
三
、
京
都
大
学
、
一
九
九
二
年
、
二
九
―
五
二

頁
。

下
野
健
児
「
与
謝
蕪
村
の
書
─
そ
の
俳
諧
の
書
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
」『
花
園
大
学
国
文
学
論
究
』
二
四
号
、花
園
大
学
国
文
学
会
、一
九
九
六

年
、
一
―
二
二
頁
。

洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
『
洒
落
本
大
成
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
七
九
年
。

書
学
書
道
史
学
会
編
、『
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
書
道
史
年
表
事
典
』
萱
原
書
房
、
二
〇
〇
七
年
改
訂
版
。

白
石
和
也
・
工
藤
剛
・
河
地
知
木
『
文
字
の
歴
史
と
デ
ザ
イ
ン
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
。

鈴
木
晴
彦
「
王
羲
之
書
法
を
中
心
と
す
る
江
戸
和
様
書
家
の
唐
様
書
受
容
に
つ
い
て
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
七
―
五

六
頁
。

高
橋
利
郎
『
江
戸
の
書
』
二
玄
社
、
二
〇
一
〇
年
。

田
中
有
「
和
刻
『
隷
辨
』
考
─
江
戸
時
代
に
お
け
る
隷
書
の
導
入
─
」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
四
号
、
書
学
書
道
史
学
会
、
一
九
九
四
年
、
一
九

―
二
八
頁
。

辻
惟
雄
『
日
本
美
術
の
歴
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
。

中
田
勇
次
郎
『
日
本
の
美
術
　
別
巻
　
書
』
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
。

中
田
勇
次
郎
『
日
本
書
道
の
系
譜
』
木
耳
社
、
一
九
七
二
年
。

中
田
勇
次
郎
編
『
書
道
藝
術
』
一
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
。

中
西
慶
爾
編
『
中
国
書
道
辞
典
』
木
耳
社
、
一
九
八
一
年
。
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名
児
耶
明
監
修
『
決
定
版
日
本
書
道
史
』
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
。

中
野
三
敏
編
『
日
本
の
近
世
』
第
一
二
巻
（
文
学
と
美
術
の
成
熟
）、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
。

西
川
寧
編
『
日
本
書
論
集
成
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
。

西
林
昭
一
『
中
国
書
道
文
化
辞
典
』
柳
原
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

福
田
博
美
「
鳥
居
清
長
の
浮
世
絵
に
見
る
服
飾
描
写
の
独
自
性
：
姿
態
美
と
染
織
表
現
」『
文
化
学
園
大
学
紀
要
　
服
装
学
・
造
形
学
研
究
』
第
四
六

号
、
二
〇
一
五
年
、
三
三
―
四
五
頁
。

水
田
紀
久
訓
読
校
注
「
日
本
印
人
伝
」『
日
本
の
篆
刻
』（
中
田
勇
次
郎
編
）、
二
玄
社
、
一
九
六
六
年
。

三
村
淸
三
郎
『
近
世
能
書
伝
』
二
見
書
房
、
一
九
四
四
年
。

武
藤
禎
夫
校
訂
『
噺
本
大
系
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
。

森
銑
三
「
三
井
親
和
」『
森
銑
三
著
作
集
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
、
一
一
〇
―
一
二
〇
頁
。

山
岡
泰
造
監
修
、
並
木
誠
士
・
森
理
恵
編
『
日
本
美
術
史
』
昭
和
堂
、
一
九
九
八
年
。

山
下
祐
二
・
高
岸
輝
監
修
『
日
本
美
術
史
』
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。

游
国
慶
「
古
漢
字
与
雑
体
篆
─
以
三
十
二
体
篆
書
盛
京
賦
為
例
」『
書
画
芸
術
学
刊
』
第
一
輯
、国
立
台
湾
芸
術
大
学
美
術
学
院
書
画
芸
術
学
系
、二

〇
〇
六
年
、
一
―
二
四
頁
。

米
田
彌
太
郎
『
近
世
書
人
の
表
現
と
精
神
─
続
近
世
日
本
書
道
史
論
攷
─
』
柳
原
書
店
、
一
九
九
九
年
。

177 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

　
　
　
は
じ
め
に

　
明
治
期
の
洋
画
家
・
青
木
繁
（
一
八
八
二
―
一
九
一
一
）
の
芸
術
の
中
心
を
な
す
の
は
、
油
彩
画
や
水
彩
画
な
ど
の
絵
画
作

品
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
詩
や
俳
句
、
短
歌
、
文
章
な
ど
文
学
的
方
面
に
も
豊
か
な
才
能
を
示
す
作
品
や
断
片
を
残
し
、

さ
ら
に
は
余
技
的
に
制
作
し
た
扇
面
の
書
画
や
絵
入
り
の
羽
子
板
、
か
る
た
や
し
お
り
な
ど
の
作
品
群
に
も
、
近
代
日
本
の

芸
術
家
中
傑
出
し
た
装
飾
家
、
能
筆
家
と
し
て
の
優
れ
た
才
能
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
と
石
橋
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
生
誕

90
年
記
念
　
青
木
繁
展（

（
（

」
に
お
い
て
お
そ
ら
く
初
め
て
公
開
展
示
さ
れ
、
同
展
図
録
お
よ
び
、
河
北
倫
明
の
編
集
に
よ
り
同

展
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
同
年
に
刊
行
さ
れ
カ
タ
ロ
グ
レ
ゾ
ネ
的
な
画
集
『
青
木
繁（

（
（

』
に
、わ
ず
か
に
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る

た
》
の
読
札
と
取
札
の
各
一
枚
、
計
四
枚
の
モ
ノ
ク
ロ
図
版
が
掲
載
さ
れ
た
の
み
で
、
そ
れ
以
降
、
長
ら
く
そ
の
存
在
が
忘

れ
ら
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
に
再
発
見
さ
れ
た
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
で
あ
る
。《
か
る
た
》《
漢

詩
か
る
た
》
は
、
読
札
と
取
札
が
そ
れ
ぞ
れ
各
一
〇
〇
枚
、
総
計
で
四
〇
〇
枚
が
揃
っ
て
現
存
す
る
貴
重
な
作
品
で
、
現
在

の
青
木
繁
研
究
に
お
い
て
は
、
新
出
作
品
と
同
様
の
価
値
を
有
す
る
も
の
と
言
え
る
。

　
本
稿
で
は
、《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
全
作
品
の
画
像
を
掲
載
し
、
ま
ず
は
、
作
品
の
再
発
見
の
経
緯
、
来
歴
、
展

覧
会
展
示
歴
、
現
状
、
作
品
に
付
随
す
る
関
連
資
料
、
な
ど
作
品
の
概
要
を
紹
介
し
、
つ
ぎ
に
、
青
木
繁
の
他
の
《
絵
か
る

　
　青
木
繁
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
に
つ
い
て

植
野
健
造

176

（
53
）
原
文
は
「
中
国
未
来
発
展
、
中
華
民
族
偉
大
復
興
，
関
鍵
靠
人
才
，
基
礎
在
教
育
」。

（
54
）『
中
華
人
民
共
和
国
教
育
法
に
関
す
る
研
究
』
篠
原
清
昭
著
、
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
。

　
本
論
文
中
の
図
版
の
一
部
は
、w

eb

上
か
ら
の
無
断
転
載
の
お
そ
れ
を
勘
案
し
、
こ
れ
を
不
掲
載
と
し
た
。
該
当
部
分
に
載
録
の
詳
細

図
版
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
等
に
収
蔵
さ
れ
る
本
学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
に
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
注
：
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
学
術
研
究
助
成
運
営
委
員
会
　
事
務
局
）


